
前山に、『あじさい小道』と呼ばれる遊歩道がある。毎年梅雨の時期には、地元の

かたがたが毎年植栽している色とりどりのあじさいが咲き乱れ、道行く人の目を楽し

ませてくれる。

この小道の東の端にあるのは、『前山寺』。ここの美しい三重の塔は、未完成の完成

塔と呼ばれ、国の重要文化財に指定されている。そこから西ヘ向かうと、県指定史跡

で、坂城の武将村上氏が重臣福沢氏をおいた城の跡『塩田城跡』、塩田北条氏のゆか

りの寺『龍光院』がある。小道の西の端にあるのが、深い森に包まれた 『塩野神社』。
えんぎしき

長い歴史を有するこの神社は、今から1000年以上前に書かれた延喜式の中にもその名

が残っている。そこから少し足を延ばすと 『中禅寺』にたどり着く o ここの薬師堂、

薬師如来像、神将像はいずれも国指定重要文化財となっている。

前山寺から中禅寺ヘ向かう道の中ほど、塩野池の向かいの『塩田の館~ (固⑧1251)

では、あじさいが見ごろを迎えるのに合わせ、 7月25日(日)午前10時~午後3時にあじ

さい祭りを開催する予定。当日は、ときめきレディーをモデルに迎えての「あじさい

撮影会」、塩田の館の名物「おやき」の試食や特産品の販売などが行われる。

また、向日塩野神社周辺でも「夏まつり ふれあい村 INMAEYAMAJが開催さ
れる予定である。

皆さんも、あじさいのきれいなこの時期に、塩田平を一望できるこのコースを歩い

てみてはいかがだろうか。散策の途中で足を止め、前山寺の名物「くるみおはぎ」や

龍光院の「精進料理」、塩田の館の「おやさ」に舌鼓を打つのもいいだろう。
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E 
~自然環境共生都市の実現にむlT
新エネルギーとは

一般的に、太陽・風力などによる「自然エネルギー」、

廃棄物などによる「リサイクルエネルギー」、コージェ

ネレーションなどによる「高効率エネルギ一利用」、

電気などのクリーンエネルギー自動車を含めて「新エ

ネルギー」と呼んでいます。

※コージェネレーションとは、燃料を燃焼させるとき、動力と同時

に熱も回収し、有効利用すること

-現状は

快適で便利な生活の追求とエネルギー

消費量の増大は比例しています

|上田市エネルギー消費の将来見通し |
[単位。 1ぴMcal(メガカロリー)J

14C 川ro
亡コ運輸部門

3000 仁コ民生部門

2500 .産業部門

2000 

1500 

1000 

500 

ノタ j ノ戸
d〆 Fudグ〆
ダj% tJP' 

(注)①縦軸は、エネルギー消費量を示す。
②基準ケースとは、対策を講じなかった場合

③対策ケースとは、「新エネルギー導入」・「省エネルギーの促進J
等を行った場合

家電製品の電力消費量や自動車の燃料消費量は、段

階的に少なくなってきています。

しかし、待機電力を必要とする“便利な"電気器具

の増加や、排気量の大きな“快適な"車の増加により、

エネルギー消費量は年を追うごとに増え続けています0

・ビジョン実現の柱は

「新エネルギーの導入」・「省エネルギーの促進」、

そして何よりも環境問題に関する高い意識です。

上田市は古紙・缶・びんなどのリサイクルが大きな

効果をあげており、環境に対する市民意識が高い地域

ノ
M
ジA
M
J
 
nuv f
 

です。

……上田市ならきっとできます……

『上田市新エネルギービジョン』は、図書館、支所、
公民館、商工課等で閲覧ができます。若干お譲りでき
る余裕もありますので、ご希望のかたは商工課までお
問い合わせくださし¥。

， 
p 

-上田市には太陽の恵みがいっぱい

太陽光発電システムを設置していらっしゃる新田の

Kさん宅の発電量等の実績です。(最大出力3.48kW)

500 
(単位:kW)

400 

300 

200 

100 

10年 11年

ーー・ー・太陽光発電量 口 うち売電量 ・圃6~ 購入電気量

・私たちにこれから求められるのは

市民・事業者・行政それぞれが役割を演じる積極的

なまちづくりが求められていますO 例えば、

マ市民には

住宅への太陽光発電システム(新エネルギー財団か

ら、設置費用のおよそ 3分の lの助成が受けられます)

・太陽熱利用システムの導入、省エネルギー型製品の

購入など

マ事業者には

事業所への太陽光発電システム・コージェネレーショ

ンシステムの導入、省エネルギ一機器の導入など

マ行政には

公共施設における新エネルギーシステム・省エネル

ギーシステムの率先導入、新エネルギー・省エネルギー

の情報提供・普及啓発・さまざまな導入支援など

圃問い合わせ

商工諜(回@5395)

11. 7.16 [2 ] 



-
資
源
回
収
自
に
P
E
T
ボ
ト
ル
を
回
収

小
型
飲
料
用

P
E
T
ボ
ト
ル
の
急
速
な
使
用

の
拡
大
に
よ
り
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
下

室
賀
最
終
処
分
場
の
負
担
軽
減
と
資
源
の
再
利

用
化
を
図
る
た
め
、

9
月
か
ら
古
紙
、
古
布
、

び
ん
、
缶
と
併
せ
て
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
の
対
象
品
目
で
あ
る

P
E
T
ボ
ト
ル
の
資
源

回
収
を
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、

P
E
T
ボ
ト
ル
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
ボ
ト
ル
は
対
象
外
で
す
。

飲料類
ジュース、お茶、コーヒ一、スポーツドリ

ン夕、ミネラルウォーターなど

酒類
日本酒、焼ちゅう、ウイスキー、みりんな

ど

しょう油 しょう油

マ回収できるもの

O 

-
P
E
T
Hホ
ト
ル
の
出
し
か
た

マ
キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
除
く

マ
中
身
を
取
り
除
き
水
で
洗
う

マ
足
な
ど
で
踏
み
つ
ぶ
す

マ
ラ
ベ
ル
を
は
が
す

マ
資
源
回
収
日
に

P
E
T
ボ
ト
ル
回
収
容
器
に

裸
で
入
れ
る

マ
取
り
除
い
た
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
は
燃
や
せ

な
い
ご
み
の
日
に
出
す

※
取
り
づ
ら
い
し
よ
う
油
の
中
ぷ
た
、

ラ
ベ
ル
は
取
ら
な
く
て
も
良
い

調味料 食用油、ソース、たれなど

非食品
洗剤、シャンプ一、リンス、化粧品、衛生

用品、医薬品など

食用油・ソースなどを入れて再利用したも

の、農薬・溶剤など有害物を入れて再利用

その他 したもの、たばこの吸い殻などが入れてあ

るもの、テープなどを張り付けてあるもの、

スプレーなどでボトルに着色したもの

マ回収できないもの

× 

取
っ
手
、

※資源回収に出せないものは、燃やせないごみの日に出
すことができます。

方ヘ冊、定

%
匡
，

ω
棋にして踏みつぶし、
するめ状に

も
も

マ
A
V

ヲ
匂

あ
あ
の
が

l
l
l討
/
レ

み

筋

ミ
A
F
/

れ

ら

の

』ヨ

一一
}
汗
+
×
城
誠

お
i
lk
h
¥
慌

う
寸

剣

X
N
/
J

U4横

見
U
U
一一
宇

;
0
六ビ

f
f
V
1月
¥
。
¥

に
ぺ
塩

.

心
ま
ま

中
の
の

ベットボトル
表示マーク

& 
塩ビは 3番

-
轄
に
注
意
が
必
要
な
こ
と

マ
金
属
製
の
キ
ャ
ッ
プ
お
よ
び
リ
ン
グ
は
必
ず

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

マ
必
ず
洗
浄
し
て
く
だ
さ
い
。
汚
れ
た
も
の
は

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

マ
P
E
T
ボ
ト
ル
以
外
の
容
器
(
塩
化
ビ
ニ

l

ル
等
)
を
混
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

-
資
源
回
収
へ
の
正
し
い
出
し
か
た

最
近
、
資
源
と
し
て
回
収
で
き
な
い
も
の
が

資
源
回
収
場
所
に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
目
立

ち
ま
す
。
立
ち
会
っ
て
い
る
当
番
が
持
ち
帰
っ

て
ご
み
の
収
集
に
出
す
な
ど
た
い
へ
ん
苦
労
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
回
収
後
も
異
物
の
混
入
に

よ
り
品
質
の
低
下
を
招
き
、
再
生
の
段
階
で
も

困
っ
て
い
ま
す
。
資
源
回
収
に
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
、
正
し
い
出
し
か
た
を
し
ま
し
ょ
う
。

マ
古
紙
・
古
布

①
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
必
ず
十
文
字
に
結
ん
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。

②
ガ
ム
テ

l
プ
で
は
こ
ん
包
し
な
い
で
、
ひ
も

で
し
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
古
布
は
雨
に
当
た
ら
な
い
よ
う
ビ
ニ

ー
ル
袋

な
ど
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
次
の
も
の
は
出
せ
ま
せ
ん
(
布
団
、
じ
ゅ
う

た
ん
、
カ
ー
テ
ン
、
毛
糸
、
感
熱
紙
、
カ
ー

ボ
ン
紙
、
中
が
ア
ル
ミ
ま
た
は
ビ
ニ

ー
ル
コ

ー

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
紙
パ
ッ
ク
)
。

マ
び
ん
・
缶

①
袋
に
入
れ
た
ま
ま
回
収
に
出
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

②
中
身
を
取
り
除
き
必
ず
水
洗
い
を
し
て
く
だ

さ
い
。

③
缶
は
な
る
べ
く
つ
ぶ
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④

「
酢
」
の
び
ん
は
多
く
が
青
み
が
か
っ
て
い

る
の
で
「
青
・
緑
色
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
び
ん
の
キ
ャ
ッ
プ
は
必
ず
取
り
除
き
、
キ
ャ
ッ

プ
は
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

⑥
陶
器
製
の
び
ん
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑦
次
の
も
の
は
出
せ
ま
せ
ん
(
ス
プ
レ
ー
缶
、

ガ
ラ
ス
食
器
、
陶
器
、
窓
ガ
ラ
ス
、
化
粧
品

の
び
ん
、
電
球
、
蛍
光
灯
、
鏡
)
。

-
燃
や
せ
な
い
ご
み
を
出
す
と
き
に
は

先
ご
ろ
、
他
自
治
体
の
ご
み
処
理
施
設
で
、

殺
虫
剤
等
の
薬
品
類
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
異

臭
の
た
め
に
、
作
業
員
の
気
分
が
悪
く
な
る
事

例
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
市
で
も
、
燃

や
せ
な
い
ご
み
の
収
集
の
際
に
、
収
集
車
内
で

火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
燃
や
せ
な
い
ご
み
を

出
す
際
に
は
、
次
の
こ
と
に
く
れ
ぐ
れ
も
注
意

1
レ
土
仇
1
レ
よ
v

つ
。

マ
殺
虫
剤
等
の
薬
品
類
の
う
ち
、
毒
物
、
劇
物

お
よ
び
農
薬
を
廃
棄
す
る
場
合
は
、
専
門
の

業
者
に
処
理
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
殺
虫
剤
等
の
薬
品
類
は
使
い
切
っ
て
よ
く
水

洗
い
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
洗

浄
水
は
絶
対
に
河
川
等
へ
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

マ
ガ
ス
コ
ン
ロ
に
電
池
が
入
っ
て
い
る
場
合
は

必
ず
抜
い
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
事
業
所
(
農
業
含
む
)
の
も
の
は
燃
や
せ
な

い
ご
み
の
日
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
0

・
問
い
合
わ
せ
環
境
業
務
課
(
固
⑫
0
6
6
6
)
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上
岡
市
環
境
基
本
条
例
制
定

上
田
駅
温
泉
ロ
自
転
車
等
駐
車
場
が

供
用
開
始
に

6
月
市
議
会
定
例
会
が

6
月
7
日
か
ら
お
日
ま
で
聞
か
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
日
議
案
、
お
報
告
事
項
が
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
①
障
害
者
介
護
等
支
援
サ
ー
ビ

ス
体
制
の
整
備
②
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営

③
ほ
て
い
や
跡
地
借
り
上
げ
・
活
用
④
蛭
沢
川
雨
水
貯
留

槽
上
部
公
園
の
復
旧
・
千
曲
町
排
水
路
整
備
⑤
上
田
市
交

通
安
全
市
民
大
会
開
催
負
担
金
⑥
図
書
館
テ
ー
プ
図
書
の

目
録
整
備
な
ど
に

2
億

5
千
万
円
余
を
計
上
、
こ
れ
に
よ
り

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
前
年
比

8
・
8
%減

の
4
0
3
億

l
お
か

μ冴
円
と
な
り
ま
し
た
o

ま
た
ベ
と
噛根深

委
員
会
委
員
に
山
極
恵
仔
必
此

ご(
日
歳
・
中
組
)
、
外
山
憧

詰
吟
弘
知
歳
・
五
加
)
、
南
波
清
吾
連
必
みれ
伊
歳
・
下
室
賀
)
、

金
井
忠
一
さ
ん
(
伺
歳
・
国
分
)
、
茅
野
光
昭
さ
ん
(
似
歳
・

岩
門
)
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

-
主
な
条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど

マ
上
田
市
環
境
基
本
条
例
制
定

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
地
球
温
暖
化
な

ど
、
地
球
環
境
を
取
り
巻
く
問
題
が
重

要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
環

境
を
保
全
す
る
た
め
の
施
策
の
基
本
的

な
事
項
を
定
め
、
市
民
が
健
全
で
安
全

か
っ
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
、
よ
り
良
い
環
境
を
確
保
す
る

た
め
に
、
上
田
市
環
境
基
本
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

マ
市
営
駐
車
場
条
例
中
一
部
改
正

9
月
1
日
か
ら
、
新
し
く
上
田
駅
温

泉
口
自
転
車
等
駐
車
場
が
供
用
開
始
に

.6月市議会で決まった11年度予算案
予算総額

403億1854万円

補正予算額

2億5790万円

な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
う
、
設
置
お

よ
び
管
理
等
に
関
す
る
必
要
事
項
を
定

め
た
も
の
で
す
。
な
お
、
管
理
運
営
費

5
8
6
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

圃
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

マ
障
害
者
介
護
等
支
援
サ
ー
ビ
ス
体

制
整
備
推
進
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・

2
3
7
万
円

白
歳
未
満
の
在
宅
障
害
者
に
対
し
、

介
護
保
険
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

行
う
た
め
の
支
援
体
制
を
整
え
る
た
め

の
研
究
を
行
い
ま
す
。

マ
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業
・
.................... 1
9
0
1
万
円

介
護
保
険
制
度
の
施
行
に
向
け
、 326億5014万円

サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
の
整
備
を
図
る
た

め
、
未
整
備
地
区
の
三
中
区
に
建
設
す

る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を

委
託
し
ま
す
。

マ
基
盤
整
備
促
進
事
業
.・・・・・・・
3
0
0
万
円

福
田
揚
水
地
区
の
基
盤
整
備
事
業
と

し
て
、
全
体
計
画
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

マ
ほ
て
い
や
跡
地
借
り
上
げ
:
:
5
0
7
万
円

中
心
市
街
地
で
遊
休
地
と
な
っ
て
い

る
ほ
て
い
や
跡
地
を
借
用
し
、
市
民
広

場
的
な
活
用
と
一
部
臨
時
駐
車
場
と
し

て
活
用
し
ま
す
。

マ
河
川
用
悪
水
路
改
修
事
業

.•••••.... 

3
9
0
0
万
円

完
成
し
た
蛭
沢
川
雨
水
貯
留
槽
の
上

部
に
公
園
を
復
旧
し
ま
す
。
ま
た
、

公
共
下
水
道
事
業
の
管
き
ょ
布
設
工
事

に
支
障
と
な
る
千
曲
町
排
水
路
を
整
備

し
ま
す
。

マ
上
田
市
交
通
安
全
市
民
大
会
の
開
催

負
担
金
・
.................... 1
0
0
万
円

市
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
、
交

通
事
故
防
止
と
シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
率

の
向
上
を
図
る
た
め
市
民
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

マ
テ
ー
プ
図
書
目
録
整
備
事
業

・・
1
3
9
万
円

視
覚
障
害
者
の
か
た
に
利
用
さ
れ
て

い
る
、
図
書
館
の
テ
l
プ
図
書
を
パ
ソ

コ
ン
管
理
し
、
円
滑
な
貸
し
出
し
管
理

と
作
業
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
緑
化
木
植
栽
事

業・
.................... ・・・・・・
1
9
0
万
円

市
営
野
球
場
、
市
民
体
育
館
周
辺
の

緑
化
推
進
を
図
り
ま
す
。

マ
上
室
賀
つ
つ
じ
平
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
整
備
事
業
補
助
金・・・・・・・・
1
0
0
万
円

3億4610万円

[4] 

海
野
町
通
り
で

電
線
爪
伺
溝
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

11.7.16 

海
野
町
通
り
(
主
要
地
方
道
小
諸

上
回
線
)
で
中
央
通
り
に
引
き
続
き
、

電
線
類
を
地
中
化
し
、
安
全
で
円
滑

な
交
通
の
確
保
と
景
観
の
整
備
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
電
線
共
同
溝

事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
中
央
通
り
と
同
様

に
、
国
の
第

3
期
電
線
類
地
中
化

5

か
年
計
画
(
平
成

7
年
度

i
同
日
年

度
)
に
基
づ
き
、
長
野
県
が
実
施
す

る
も
の
で
、
区
間
は
、
中
央

2
丁
目

交
差
点
か
ら
海
野
町
交
差
点
ま
で
の

3
0
0
m
で
す
。

現
在
、
南
側
(
け
ん
し
ん
前

1
旧

ほ
て
い
や
前
)
と
北
側
の
一
部
(
わ

か
ま
つ
や
化
粧
品
庖
前

i
甲
州
屋
カ

バ
ン
庖
前
)
が
施
工
さ
れ
て
お
り
、

順
次
、
北
側
残
区
間
を
着
工
し
、
今

年
度
内
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
こ
の
区
間
の
ア
ー
ケ
ー
ド

撤
去
作
業
は
、
ほ
ぼ
完
了
し
、
電
線

共
同
溝
の
埋
設
に
先
立
つ
下
水
道
移

設
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
工

事
に
伴
い
、
海
野
町
通
り
は
、

8
月

ロ
日
ま
で
の
問
、
中
央
二
丁
目
交
差

点
か
ら
の
一
方
通
行
と
な
っ
て
い
ま

す。
計
画
で
は
、
歩
道
幅

(
3
・
5
m
)

は
そ
の
ま
ま
で
、
現
在
と
同
じ
自
然

石
と
煉
瓦
で
構
成
さ
れ
た
歩
道
と
し
、

バ
リ
ア
フ
リ

I
化
を
図
る
た
め
歩
道

と
車
道
の
段
差
を
な
く
す
整
備
を
行

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
元
海
野
町
商

店
街
振
興
組
合
で
は
、
平
成
ロ
年
度

に
は
、
庖
舗
側
に
支
柱
を
建
て
る
片

持
ち
式
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
設
置
を
行

う
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
新
し
い
ま

ち
な
み
景
観
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

工
事
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
に
た

い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
商
工
課
市
街
地
商

業
活
性
化
担
当
(
固
⑫
5
3
9
6
)



O バス停留所
~~~上国交通別所線電車

一ー一ー東コース
一一一西コース

8月2日から左岸循環パスの運行時刻を次のとおり変更します。これは、左岸循環パ

スと別所線との接続を改善したり、通院や買物等への利用をしやすくするため、また、

運行が上電観光パスに移るためです。なお、右岸循環パスの運行時刻は変更ありませ

ん。左岸と右岸の循環パスは日曜、祝祭日など利用の少ない便を7月から運休しました。

より、多くの皆さんのご利用をお願いします。

じ〉問い合わせ交通対策課(固⑧51 2 9) 

|左岸循環パス時刻表(主なバス停)

・西コース -東コース
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E 

-電車・パス時刻表(7月31日)※電車は臨時、パスは最終便

下之郷発 上田原 上田着
上

父通田
1 8 0 7 1 8 1 6 1 8 2 4 

上田発 上田原 下之郷 塩田町 別所温泉着

線別所 2 1 1 0 2 1 1 8 2 1 : 2 6 

2 1 : 5 4 2 2 o 4 2 2 2 2 2 2 2 7 2 2 : 3 5 

行き先

真田温泉

青木

中吉田

下半過

会社名

上国交通

千曲パス

7日31日(土)
真震の夜、
み九なでわっしょい

市制施行80周年記念

-

『
み
こ
し
』
:
・
午
後
4
時
初
分

市
内
中
心
部
は
歩
行
者
道
路
に
な

り
、
各
所
か
ら
『
み
こ
し
』
が
繰
り

出
し
ま
す
。
み
こ
し
の
場
所
と
時
間

は
次
の
と
お
り
。

マ
午
後
4
時
初
分
j

6
時
初
分
・
・
・
原

町
、
海
野
町
、
大
門
町
、
松
尾
町
、

各
通
り

マ
午
後
6
時
初
分
j

9
時
・
・
・
大
手
町

・

『踊
り
』
:
・
午
後
7
時

5
9時

午
後
7
時
に
『
上
田
わ
っ
し
ょ
い
』

の
踊
り
を
開
始
。
生
演
奏
の
リ
ズ
ム

に
の
っ
て
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
0

.

『
太
鼓
』
:
・
午
後
7
時

5
9時

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
各
太
鼓
連

の
太
鼓
が
鳴
り
響
き
ま
す
。

-

『
加
周
年
イ
ベ
ン
ト
』
等

マ
市
制
施
行
幼
周
年
記
念

上
田
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
発
表

市
制
施
行
剖
周
年
を
記
念
し
て
、

だ
れ
で
も
口
ず
さ
む
こ
と
が
で
き
る

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
発
表
を
、
踊
り

に
先
立
っ
て
行
い
ま
す
。
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

マ
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
出
演

上
田
真
田
ま
つ
り
に
特
別
出
演
し

た
「
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
」
の
皆
さ
ん

が
出
演
し
ま
す
。
粋
な
江
戸
風
の
わ
っ

し
ょ
い
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
姉
妹
都
市
の
共
演

鎌
倉
市
か
ら
吹
奏
楽
の
出
演
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
田
真
固
ま
つ

り
に
引
き
続
き
姉
妹
都
市
の
共
演
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

上田わっしょい

/一時三好伊三入道くん
7月26日(月)"-'31日(土)

上田商工会議所ロビーで販売
上田紬

⑧13，000円、⑪3，800円

真田ひも

11.7.16 [6 ] 

』三田わっしょい窯内図

ゴ[
「古

N 
バス停移動
午後4:00~g:30

l駅前バス停が温
泉ロへ移動

市役所

やぐら下観光駐車場

@ 

②

市
民
体
育
館

古舟橋ヘ



介護保険Q&A⑤
亡τ1 要介護認定を行う「介護認定審査会」は、
恒到のミしようか。-

tコ 介護認定審査会は、医療・保健・福祉に関する学識経験者からなる
IA 11-"~ l竺竺~複数の合議体で構成されます。 具体的には、医師や看護婦・保健婦な

どの医療関係者や、老人福祉・保健施設の代表者、また社会福祉士・介護福

祉士などの専門家が委員となって、 1合議体当たり 5人程度の構成とする予

定です。

どんな構成になっている

そ
の
他
、
全
参
加
連
対
象
の
踊
り

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

-
『
交
通
規
制
』

... 午
後
4
時
5
9
時
初
分

『
上
田
わ
っ
し
ょ
い
』
当
日
は
、

午
後
4
時
か
ら

9
時

ω分
ま
で
市
内

中
心
部
は
歩
行
者
道
路
に
な
り
、
車

の
乗
り
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。
周
辺

道
路
も
交
通
が
規
制
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
鷹
匠
町

i
お
城
口
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー

i
上
田
西
武
前
は
午
後
6
時

初
分
ま
で
車
の
乗
り
入
れ
が
で
き
ま

す。-
『
バ
ス
停
』
が
移
り
ま
す

上
田
駅
お
城
口
前
の
バ
ス
停
留
所

は
、
午
後
4
時
か
ら

9
時
初
分
ま
で

上
田
駅
温
泉
口
に
移
り
ま
す
。

ま
た
、
上
回
交
通
別
所
線
も
臨
時

電
車
が
出
ま
す
(
別
表
)
。

-
『
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
』
も
移
動

上
田
駅
お
城
口
前
に
あ
る
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
は
午
後

6
時
初
分
以
降
、

『
温
泉
口
』
へ
移
動
し
ま
す
。
交
通

規
制
解
除
後
の
午
後

9
時

ω分
か
ら

は
上
田
駅
お
城
口
前
に
戻
り
ま
す
0

.
『
本
部
』
・
:
(
固
③
1
9
9
4
)

当
日
、
上
田
商
工
会
議
所
内
に
本

部
を
設
け
ま
す
。
緊
急
の
連
絡
、
け

が
、
急
病
人
、
迷
子
な
ど
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ

観
光
課
(
固
③
5
4
0
8
)

巳~ ケアプラン(介護サービス計画)を作成するケアマネージャー(介
IQ21 
巴三j護支援専門員)とは、どのような人でしょうか。

亡τ1 ケアマネージャーは、医療・保健・福祉等の分野で、相談援助業務
IA21 
亡三三jや介護業務に従事した経験者であり、県の行う「介護支援専門員実務

研修受講試験」に合格し、実務研修を修了したかたで、次のようなかたが試

験を受けることができますO

①医師、薬剤師、保健婦(士)、看護婦(士)、理学療法士、作業療法士、

社会福祉士、介護福祉士等の資格があり、その仕事に 5年以上従事した

かた

②特別養護老人ホームや老人保健施設、福祉事務所等で、介護保険法で定

める範囲の相談援助業務に 5年以上従事したかた

③介護保険法で定める範囲の介護業務に10年以上従事したかた

昨年の10月に第 l回の介護支援専門員実務研修受講試験が行われ、上田で

は80人余が合格しました。また 7月の下旬には第2回の試験が予定されてお

り、制度の施行に向けて多数のケアマネージャーの養成が行われています。

Eτ1 介護認定審査会で認定された結果に納得いかない場合、不服申立て
IQ31 
巴三三jはできるのでしょうか。

rτ1 認定結果に対する不服申し立ては、県が設置する「介護保険審査会」
IA31 f空三|へ行うことができます。介護保険審査会とは、都道府県ごとに設置す
る行政から独立した第三者機関であり、市民代表・被保険者代表・公益代表

の三者で構成される合議体で組織されますO

介護保険審査会では、要介護認定のほかに、保険給付や保険料徴収、滞納

処分等の徴収に関する不服申し立てができますO また、サービス事業者に関

する苦情については、都道府県ごとにある「国民健康保険団体連合会(国保

連)Jで受け付け、処理にあたります。

介護保-障害をお持ちのかたとそのご家族を対象に、
険制度の説明会を開催します

午後2時~・ 7時~の2回、各2時間程度

(上田市福祉会館大会議室にて)

午後3時30分から2時間程度(塩田デイサービスセンター・中野

339-2・JA塩田センター隣)

・問い合わせ

介護保険に関するご意見、ご質問、ご相談などございましたら、お気軽に

介護保険課までお問い合わせください。また、忠芝ふと之とみに乏三惹慧忽

かたは、ご連絡ください。

じ>介護保険課(圃③6246・E-mail:kaigohoken@city.ueda.nagano.jp) 

じ>テレホンガイドうえだ関連情報(固⑧8888コードNo.420)

bインターネットホームページ
(http://www.city.ueda.nagano.jp/kaigohoken/index.html) 

[7 ] 

じ>8月5日(木)

じ>8月6日(金)

11.7.16 
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『町

• 戸籍事務を10月からコンビュータ化します市民課(固@5334)
平成6年12月1日から戸籍法の改正により戸籍事務をコンビュータで処理できるようになりました。

市では、今年10月18日の稼動を目指して改製作業を進めています。

・戸籍事務をコンビュータ化すると

①戸籍関係の事務が速やかに正確に処理され、各種の届け出から証明書ができるまでの期闘が短縮

されます。 ②戸籍に関する証明書等の交付時闘が短縮されます。 ③改製後は戸籍が「横書き」と

なり、各項目ごとに記載され、数字も「算用数字」となり、読みやすくわかりやすい戸籍となります0

・コンビュータ化に伴う文字の確認について

戸籍文字は、常用漢字 ・人名用漢字 ・一般に通用する文字で記載することになっています。書き癖

等で漢和辞典等にない文字(誤字等)で記載されているものについては改製の際、正しい文字に直し

て登録されます。該当されるかたには、事前に書面でお知らせしますので文字の確認をお願いします。 •• 
a 

室

)t 

→ 

。-
z 

“ 
c 

催し夏
休
み
暢
別
企
画

『
忍
者
の
道
具
展
』
ヘ

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
(
岡
⑧
7
1
0
0
)

マ
と
き

7
月
M
日
出

1
8
月
mm

日
目
マ
観
覧
料
通
常
ど
お
り

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A

へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A
(岡
⑧
1
0
0
0
)

-
パ
ソ
コ
ン
幼
稚
園

マ
と
き

8
月
刊
日

ω、
口
日
閃

(
2
回
コ
l
ス
)
午
前
日
時
叩
分
j

正
午
マ
参
加
費

1
0
0
0
円

マ
対
象
幼
稚
園
児
、
保
育
園
児
と

そ
の
お
母
さ
ん
の
ぺ
ア
(
定
員
凶
組
)

・
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
上
映
会

『
ア
ニ
メ
の
歴

史
i
セ
ル
画
か
ら
C

G

ヘj
』

マ
と
き

8
月
1
日
目
午
後
1
時

ω分
1
4
時

初

分

マ

会

費

高

校

生
以
上
:
・
3
0
0
円
、
小
中
学
生
・
:

市役所代表電話

固22圃4100
岡25・4100

間。
1
0
0
円
マ
内
容
鉄
腕
ア
ト
ム

(ω
分、

1
9
6
4
年
)
・
み
な
し

ご
ハ
ッ
チ

(ω分
、
1
9
7
0
年
)

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
!

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
(
固
⑮
3
0
9
6
)

-
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
交
流
を

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
未
就

園
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
だ

れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

『
わ
ん

ぱ
く
広
場
』
を
月
l
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
同
年
齢
の
お
友
達
と
い
ろ
い

ろ
な
遊
び
を
楽
し
ん
だ
り
、
子
育
て

中
の
お
母
さ
ん
ど
う
し
が
交
流
し
た

り
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
。
子

育
て
情
報
紙
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

通
信
」
(
毎
月
1
回
発
行
)
を
ご
覧

に
な
り
、
日
時

・
内
容
・
場
所
な
ど

確
認
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
子
育
て
情
報
紙
配
布
場
所
南
部

保
育
園
、
市
役
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
、

創
造
館
、

産
院
、

神
川
児

童
セ
ン
タ
ー
、
中
央
・
西
部
・
上
野

が
丘
・
城
南
・
塩
田
・
川
西
公
民
館

・
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
!
わ
ん
ぱ
く
広

場
『
水
遊
び
・
ど
ろ
ん
こ
遊
び
』

マ
と
き

8
月
4
日
制
午
前
9
時

ω分
1
1
時

日

分

マ

と

こ

ろ

塩

田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

・
塩
田
中
央

保
育
園
(
受
付
と
駐
車
場
は
母
子
健

康
セ
ン
タ
ー
)

マ

対

象

未

就

園

児
と
そ
の
保
護
者

(申
し
込
み
不
要
)

マ
持
ち
物
水
着
(
パ
ン
ツ
も
可
)

.
タ
オ
ル
・
着
替
え
・

帽
子
な
ど
。

サ
マ

l
イ
ベ
ン
ト
と

8
月
の
イ
ベ
ン
ト

上
田
創
造
館

(
固
⑫
1
1
1
1
)

[サ
マ
ー
イ
ベ
ン
ト
・m
上
回
創
造
館
]

聞

「上
田
紬
織
物
展
」
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

7
月
お
日
附
i
同

ω日
働

・

「
蚕
の
飼
育
」
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

7
月
幻
日

ω
1
8
月
6
日

働-
布
施
知
子
お
り
が
み
展
(
入
場
無

料
)
マ
と
き

7
月
お
日
附
j

8
月
8
日

目
午
前
9
時
1
午
後
4
時

ω分

-
古
象
ア
ケ
ボ
ノ
ゾ
ウ
の
臼
歯
中
に

あ
っ
た
ケ
イ
ソ
ウ
化
石
の
観
察
と
顕

微
鏡
写
真
の
撮
影
(
参
加
無
料
)

マ
と
き

7
月
m
U
日
附

1
8
月
1
日

日
午
前
9
時
初
分
i
午
後
4
時

-
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影
j
夏
の

星
空
と
宇
宙
の
姿
を
求
め
て
j

マ
と
き

7
月
白
日
出
・

8
月
2

日間
w
j
同
8
日
目
午
前
日
時
j
(
8

日
目
の
み
て
午
後
1
時
初
分

i
、

午
後
3
時
1

マ
入
場
料
小
中
学

生:・
1
1
0
円
、
高
校
生
以
上
の
学

生:・

2
1
0
円
、
一
般
:
・

2
6
0
円

[
8
月
の
イ
ベ
ン
ト
]

-
文
化
講
演
会
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

8
月
1
日
間
午
後
1
時

初
分

1
3
時

マ

講

師

武

蔵

野

美

術
大
学
教
授
・
桜
井
寛
さ
ん
マ
演

題
自
作
を
語
る

1
私
の
モ
チ
ー
フ

か
ら
j

-
衛
星
通
信
を
利
用
し
た

『子
ど
も

放
送
局
』
の
放
映
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

8
月
4
日
制
午
前
日
時

i
・
正
午
1
・
午
後
l
時

1

マ
内

容
「
夏
だ
!
た
ん
け
ん
だ
!
」

-
天
体
写
真
展

マ
と
き

8
月
6
日
働

1
9
月
5
日

間

(
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
)

-パソコン教室日程表
No 講座名 実施日 対象者(定員)受講料 申し込み

81 パ熟ソ年ココンー入ス門 午前89月時3午日(後刈4 時 初50心歳者以(上20名の) 1000円 7休月)22日まで

82 (サ親マ子ーパイソベコンント) 午前8月9時11~日正休午) 小親・子中(学15生名)の 500円 7(金月)30 日まで

83 
パソコン入門 8月時19午日後(木) 初16心歳者以(上20名の) 1000円平日コース 午前9B~~~1lt 4時

8国月ま7で自

84 
ワープロソフト 月8)月・3213日日(刈(月午)・前249日時(火:)'3正0午日ボ16ー歳以ドを上臣でえマるウかスた(・2キ陥ー) 6000円Wordコース

85 パ休ソ日ココンー入ス門 午前89月時29午日旧後)4時 初16心歳者以(上20名の) 1000円 8月(月1)6日

※申し込み 「はがき」または [FAXJで①コースNo ②コース名 ③氏名 ④年齢 ⑤郵便番号 ・
住所 ⑥電話番号を明記のうえ期日までに(当日消印有効)上回創造館「パソコン教室受付係J(〒386-11
02上田市大字上田原1640・困@4100)ヘ。申し込み多数の場合は抽選とし、結果は全員に通知します。

[8] 11.7.16 

ひも 3~4 本、

マ主催長野

8月7日の七夕祭り 浴衣無料着付け
マとき 8 月 7 日(士)午後 3 時~7 時マところ海野町会館 4 階マ持ち物浴衣、帯 (半巾帯)、
タオル 2~3 本、帯板、だて巻き、履物等 マ申し込み 露関0120-22-7966まで。予約受け付け中です。
県美容師労働大臣認定着付師会 (上小支部)



上田市制施行80周年記念

上回の穴泥火穴会
・とき 8月10日(火)午後7時""9時ころ

(雨天の場合は8月11日休))

・ところ 干曲)11上田橋上流約1km.つけば鯉西前
・キャッチフレーズ

『上田の夜を華やかに彩る花火の饗宴』

・問い合わせ上田商工会議所(固②45 0 0) 

募集防
衛
大
学
校
等
学
生
・

自
衛
官
採
用
試
験

自
衛
隊
上
田
募
集
事
務
所
(
岡
②
5
2
6
7
)

マ
募
集
内
容
①
防
衛
大
学
校
学

生

②

防

衛

医

科

大

学

校

学

生

③

看

護

学

生

④

航

空

学

生

⑤

一

般

曹

候

補

学

生

⑥

曹

候

補

士

⑦

2

等
陸
・
海
・
空
士
マ
受
け
付
け
締

「テーマ別市民懇談会J参加者-募集
市では第三次総合計画後期基本計画策定にあたり、市民の皆

さんのご意見を反映した計画づくりを進めるため、次の日程で

テーマ別市民懇談会を開催します。

8月の懇談会に参加を希望するかたは、はがき、 FAX、電

子メール、または電話で ①住所 ②氏名 ③電話番号 ④参

加希望日を、 7月30日陰)までに企画課(干 386-8601

よ田市大手1-11-16.lIllm)511 2 .~41 00・電子メー

ル |くilくakuka@citγ.ueda.nagano.jp)ヘご連絡ください。

なお、 9月の日程は今後の広報でお知らせします。

・テーマ別市民懇談会日程

開催日 | 場所 | テーマ | 主な内容
|倉|撞館2階コミュ| 心豊かな人を |幼児教育、義務教育、

8/3 (刈 I ~~J~~-:-~， I ~~/~'~~，:: |二ティ大ホール| 育てるために |高等教育

中央公民館 31 差別のない社会 |同和対策、同和教育、
8/6闘|階大会議室 | をめざして !男女共同参画社会

倉|瞳館2階コミュ! 魅力ある農山村 | 
8/9 (月) 1ニティ大ホ jレ( をめざして | 農林水産業

倉出量g2階コミュ| 思いやりのある |児童・母子・低所得者・障害者
8/23目) 1二ティ大ホ jレl福祉のまちづくリ l福祉、社会保障、保健、医療

商工会議所4階|産業の育成とよりよい|
8/30(月) 1 議員会議室 !労働環境をめざして|工業振興、労働者対策

人と文化を育む |生涯学習、社会教育・文化施設の整備、
まちづくリ |文化活動の推進、スポーツの振興

安全で快適な生活 |公園輔、緑地倍、住宅整備、廃棄物・公害対
をめざして |誌上下水道整備、消防・防災服、景観保全

聞かれた親しみの |市民参加、広域行政、国際
ある市政の推進 |化、情報化、行財政運営

9月

め
切
り
①
、
②
、
③
は
日
月
日
日

側
、
そ
の
他
は

9
月

日

日

働

マ

そ

の
他
受
験
・
衣
食
住
無
料
。
学
生

手
当
ほ
か
各
種
手
当
有
り
。
完
全
週

休
2
日
制
。

『
消
費
生
活
大
学
」

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か

生
活
環
境
課
(
固
⑧
5
1
2
0
)

マ
期
間
口
月
;
翌
年
1
月

(
6

日
間
程
度
。
学
習
時
間
は
午
前
日
時

j
午
後

3
時

ご

ろ

)

マ

内

容

消

費
者
問
題
、
消
費
者
行
政
、
経
済
知

識
、
生
活
知
識
、
生
活
設
計
、
法
律

を開催
常日新橋開通プレイベン卜として、「常田新橋口ードフ工

スティ)¥)レ99Jを開催します。常田新橋を歩行者天国とし、

子ども広場、大縁日コーナーなど、各種イベントを予定して

います。おおぜいの皆さん、お出かけください。

bとき 8月10日(火)午前10時~午後2時
bところ 常田新橋

Ir常田新瞬間通7しイ父シト」

知
識
、
特
別
講
座
(
体
験
学
習
)
マ

資
格
消
費
者
問
題
に
関
心
と
熱
意

の
あ
る
県
内
在
住
の
却
歳
以
上
の
か

た

マ

受

講

料

無

料

(

一

部

費

用

は
受
講
者
負
担
)
マ
申
し
込
み

7
月
日
日
側

1
9月
日
日
仰
に
、
往

復
は
が
き
に
①
消
費
生
活
大
学
受

講
希
望
②
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
③

消
費
生
活
大
学
受
講
経
験
の
有
無

④
返
信
用
は
が
き
の
表
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
-記
入
し
て
、
生
活
環

境
課
(
干

3
8
6
1
8
6
0
1
上
田

市
大
手
1
1
1
1
M
m
)
へ。

場
一
ル

車

ゲ

一

)

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
駐
い
ビ
リ

集
中
講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
醐
記
入
山

l

i

l

i

-

-

i

l

i

l

i

-

-

ー
!
?
育
等
一
勧

上
田
地
域
身
体
障
害
者
自
立
生
j

ド
ム

l

②

支
援
セ
ン
タ

l
(固
⑮
5
5
2
2
)

針
づ
止
⑩

ー

ー

ー

I
l
l
it

-
-
-
-
-
ll

l
ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

主

デ

ー

ー

マ
と
き

8
月
お
日
刷
川
(
)
同
幻
日
泉
H

コ
氷
氾

h
ン
き
ノ
フ

働
マ
と
こ
ろ
上
田
東
急
イ
ン
マ
対
市
ピ
か
却

象
自
立
生
活
を
し
て
1

る
、
ま
こ
田
③
、
第

し

7
上

ぱ

団

は
、
自
立
生
活
を
始
め
た
い
と
考
え
奏
そ
防

ろ

吹

き

消

て

い

る

障

害

者

の

か

た

マ

費

用

こ

パ

焼

市

と
ツ
、
田

参
加
費

6
0
0
0
円
+
宿
泊
費

6
o
b
ラ
罵
上

0
0
円

マ

申

し

込

み

上

田

地

域

時

②

腕

せ

身
体
障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

6
卜

わ

~
一
他
合

へ
(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
)
。
時
サ
の
い

3
ン
そ
間

後
コ

b

b

午
隊
日
楽
会

日
音
大
す

8
防

ズ

ま

月
消
イ
り

8
①

ク

あ
防
も

き

容

消

売

と

内

④

販

b

b

の

ム
等

-
」

目
日
出

、、

』
一w
F

Et
u'

ス
E

工

官

九

フ
く
災

巾

防

的

n
U
E
工

同
日

常田新橋の取り付け道路改良工事に伴い、右岸堤防道路の

「通行止め」を行います。しなの鉄道西久保踏切の通行止め

とあわせての交通規制となり、通行者の皆さんにはたいへん

ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

なお、うかい路として、隣接の南天神町福神町線(上田ガ

スの通り)をお通りください。

t>通行止め期間 8月 2日目)'"'-'10月12日(刈

・通行止め区間案内図

I LJ L__----'LJI 
~~cJDCノよ
元6一寸日函副'一一下一一
上田駅 L竺~竺 ー ー
-E裏口 11しなの鉄道

!こご協力を「通行止め」lo岸堤防道路の

千曲川

通行止め区間

Eコ うかい路

都市計画課(固③51 2 7) -問い合わせ

11.7.16 [9 ] 
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'99うえだ市民フォーラム
『ベストパートナーをめざしてパート n~ 8 月 ~9 月の

主な80周年記念事業
汗曲川環境シンポジウム

「千曲川と21世紀の環境共生のあり方j
bとき 8月1日(日)午後l時15分-----4時40分 b 
ところ 上田市文化会館ホール 1>内容①基調講

演「川に学ぼうJ(講師…作家・立松和平さん)
②パネルディスカッション「千曲川の美しい自然環

境を未来にJ(コーディネーター…信州大学名誉教
授・桜井善雄さん、アド、バイザー…作家・立松和平

さん、パネリスト…池谷奉文さん、栗田貞多男さん、

竹尾弘紀さん、羽田靖子さん、梅田和男さん) ③ 

上田市少年少女合唱団による合唱 b入場料無料
じ〉問い合わせ生活環境課(固⑫51 2 0) 

野球の日イベント「甲信越親善野球大会j

bとき 8月7日(封-----8日(日)(開始式は 7日午前
8 時から県営野球場で行~¥ます) 1>ところ 県営

野球場、上田市営野球場、染屋台グラウンド、日置

電機グラウンドじ〉観戦料無料じ〉野球教室 7 

日午後1時30分-----(中学生)・ 4時-----(育成会指導者)、

8日午前8時-----(学童)・ 10時30分-----(一般)、古戦場

多目的グラウンドにおいて開催します。 じ〉その他

7日午後 1時から上田地域出身者の野球殿堂入り

コーナーの除幕式を行~¥ます。1>問い合わせ 体

育課(固⑫51 0 5) 

お知らせ

企画課(圃(5112)

bとき 8月7日比)正午~午後4時30分マところよ
田創造館 じ〉内容 ①基調講演『時代を変えた新男類の誕

生~女と男のキミヨーな愛のものがたり"'-'j (講師…エッ

セイスト・村瀬春樹さん) ②ミニコンサ-卜(演奏…イ

ンディアンハープ奏者・倉沢信子さん) ③ワークショッ

プじ〉入場料無料 b主催うえだ市民フォーラム実行
委員会、上田市、上田市教育委員会 bその他 当日、手
話通訳と託児を行います。

マ所つ時 40 まよ加
方南い 10分マすり入市
法庁て分 j との安権税
舎説( きでくの等
競 5明開マ .電公の
争階)始入 8ぜ話売滞
入第 時札月 Q加を納
札 4マ間 11 ';:入行処
・とま午日参権い分

マ 5こで前例却をまに
本会ろは 10午ふ購すよ
数議 公時前公入 O る
室市売~ 9 ，C:で通電
当 役に 10時日き常話

電
話
加
入
権
を
公
売

希
望
者
は
ど
う
ぞ

収
税
課
(
固
⑫
5
1
1
7
)

山極勝三郎博士記念フォーラム

bとき 9月23日(桐午後1時30分----- 1>ところ
上田市文化会館ホール じ〉入場料無料 1>問い合

わせ健康推進課(固⑧ 51 3 1) 

日
決
定
(
通
常

5
1
6
本
程
度
)

マ
公
告
場
所
市
役
所
本
庁
舎
・
各

支
所
マ
注
意
事
項
入
札
に
は
、

印
鑑
持
参
で
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ

い
(
代
理
人
参
加
の
場
合
、
本
人
自

筆
の
代
理
人
選
任
届
出
書
が
必
要
)
。

マ
そ
の
他
当
日
ま
で
に
公
売
本

数
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
?

検
察
審
査
会

上
回
検
察
審
査
会
事
務
局
(
岡
②
0
0
0
3
)

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察

庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ

う
な
不
満
を
お
持
ち
の
か
た
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

ト
イ
レ
の
く
み
取
り

お
盆
は
休
業
し
ま
す

生
活
環
境
課
(
固
⑧
5
1
2
0
)

8
月
日
日
以
幽
か
ら
同
日
日
閉
ま
で

の
お
盆
の
聞
は
、
ト
イ
レ
の
く
み
取

り
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
盆
前
は
く
み
取
り
の
依
頼
が
集
中

し
ま
す
の
で
、
計
画
的
な
く
み
取
り

の
依
頼
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

交
通
死
亡
事
故
が

急
増
し
て
い
ま
す

交
通
対
策
課
(
圃
⑫
5
1
2
9
)

今
年
は
県
内
で
交
通
死
亡
事
故
が

急
増
し
て
い
る
中
、
市
内
で
も
既
に

5
人
(
う
ち
高
齢
者

4
人
)
が
交
通

事
故
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
昨
年
同

期
と
比
べ
て

2
人
も
多
い
状
況
で
す
。

運
転
者
も
歩
行
者
も
基
本
ル

l
ル

を
守
り
、
悲
惨
な
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
基
本
ル
ー
ル
①
運
転
者
も
同
乗

者
も
必
ず
シ

i
ト

ベ

ル

ト

を

。

②

夜
間
外
出
す
る
と
き
は
、
夜
光
反
射

材
を
身
に
つ
け
る
。
③
道
路
を
横

断
す
る
と
き
は
、
信
号
や
横
断
歩
道

の
あ
る
場
所
で
横
断
す
る
。

④

交

差
点
で
は
、
必
ず
左
右
の
安
全
を
確

か
め
る
。
⑤
速
度
の
出
し
過
ぎ
に

じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
。
⑥
幼
児
を
同

乗
さ
せ
る
と
き
は
、
必
ず
チ
ャ
イ
ル

ド
シ

1
ト
を
(
来
年
春
か
ら

6
歳
未

満
の
幼
児
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

l
ト
の

着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
)
。

行
方
不
明
者
を
捜
す

『
相
談
所
』
を
開
設

上
田
警
察
署
鑑
識
係

(
固
⑫
0
1
1
0
・困
2
4
7
)

警
察
で
は
、
身
内
の
か
た
な
ど
の

行
方
が
分
か
ら
な
く
て
お
困
り
の
か

た
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、

8
月
に
は
「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

行
方
不
明
者
の
手
が
か
り
と
な
る

資
料
を
お
持
ち
に
な
り
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

-
出
張
相
談
所

マ
と
き

8
月
2
日
側
午
前

9
時

ω分
j
午
後

4
時

マ

と

こ

ろ

上

田
警
察
署

『
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力

あ
り
"
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

農
林
課
(
圃
⑫
5
1
2
2
)

本
年
度
も

4
月

1
日
j

5
月
訂
日

に
「
緑
の
募
金
」
を
行
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
多
大
な
る
ご
協
力
の
も
と

に
集
め
ら
れ
た
募
金
は
総
額

3
3
3

万

7
5
9
7
円
。

こ
れ
ら
の
お
金
は
、
身
近
な
環
境

の
緑
化
、
健
全
な
森
林
。
つ
く
り
に
役

立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た。
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.8月の粗大ごみ回収目
8月21日(土)…豊殿支所駐車場
回収時間は午前10時~正午。処理費用(実費)がかかります。



2期

納期限8月2日(月)
・固定資産税
(都市計画税)
・国民健康保険税 1期

市
で
は
、
東
塩
田
の
東
山
市
有
林

に
、
昨
年
遊
歩
道
(
約
3
凶
)
を
設

置
し
ま
し
た
。
今
回
、
散
策
や
森
林

浴
、
野
鳥
等
の
自
然
観
察
、
ハ
イ
キ

ン
グ
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
案
内
板
を
設
置
し
ま
す
。
夏
休

み
の
期
間
、
親
子
等
で
遊
歩
道
散
策

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、

8
月
日
日

1
日
月
末
日
は

松
茸
の
時
期
と
な
り
止
め
山
と
な
り

ま
す
。
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

7
月
日
日
側

1
8
月
日

日

目

マ

コ

i
ス
塩
田
自
然
運
動

公
園
第
2
駐
車
場
j
あ
ず
ま
や
j
東

山
遊
歩
道
j
林
道
下
之
郷
線
j
い
に

し
え
の
丘
公
園

皆
さ
ん
の
保
険
税
"
か

国
保
を
支
え
て
い
ま
す

国
保
年
金
課
(
固
⑫
5
1
1
8
)

平
成
日
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。

賦
課
方
法
に
つ
い
て
は
、

4
月
日

日
付
け
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
保
は
、
私
た
ち
が
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き
に
経
済
的
に
心
配
す
る
こ

と
な
く
、
安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に

か
か
れ
る
よ
う
に
医
療
費
を
賄
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
国
保
税
の
納
入
は
、

7
月

1
翌
年
3
月
の

9
回
で
す
。

相談名 日 時 会場など

8月13日(創
法 律 相 日炎 13:30---15:30 
(予約制) 8月27日(釦

13:30---15:30 受付は・・・・・・

土地建物相談
8月12日(木)

市役所
生活環境課階13:00---16:00 

市 民 相 談
(本庁舎 1~~) 

交通事故相談 毎週月~金曜日
⑫ 岱女 '性 中目 言炎

9 :00---16:00 

Yr. 童 相 号B火0}{ 毎週月~金曜日 (ft直福通祉③課2000) 9 :00---16:00 。
母 子 相 a炎

毎週月~金曜日 。 福祉課
9 :00---16:00 (内線 16 0 8) 

人権・悩みごと相談
8月5日(木) 人権同和対策課
13:00---16:00 (南庁舎5階)

農地問題相談 毎週月~金曜日
農業委員会

8 :30---17:00 (本庁舎 2階)

f寸 政 相 日炎
8月 9日(月)

上田西武
10:00---15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日
10:00---15:00 

福祉よろず相談 毎週月~金曜日
9 : 00---16 : 00 

社(ft会⑫福8祉0協8議0会) 
法 律 相 自炎 8月21日(お
(予約制) 10:00---正午

児 s豆-呈 本目 日炎
毎週土曜日
13 : 30---15 : 30 

結 t寄 中目 z白，沢" 
毎週水曜日

社(ft会⑫福3祉0協8議2会) 
10 : 00---15 : 00 

法 f章 中目 吾両火火 8月18日(水)
(予約制) 13:30---15:00 

上(ft田⑫商4工5会0議0所) 
保険年金相談 毎週月~金曜日

9 :00---16:00 

毎週月~金曜日
高齢者職業相談室

高齢者職業相談 (上田(fiパ⑧ートサテライト内)8 :30---17:00 8 0 1 1) 

保育・子育て相談 毎週月~金曜日

子南育部(ft保て⑫支育3援園0セ内9相ン8談タ)室ー
(電話相談) 9 : 00---16 : 00 

保育・子育て相談 毎週火・木曜日
(面接相談) 9 :00---16:00 

月の相談

東
山
市
有
林
の
遊
歩
道
を

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
?

農
林
課
(
固
⑧
5
1
2
4
)

便利で確実な口座振替のご利用を

テレホンガイドうえだ関連情報

(固③88 88コード:No.27 9) 

納
期
月
の
末
日
が
納
期
限
で
す
の

で
、
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
0

・
国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯
主

保
険
税
の
通
知
書
・
納
付
書
は
世

帯
主
の
お
名
前
で
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯

主
で
も
、
納
税
義
務
者
に
な
り
ま
す
0

・
国
保
税
の
納
付

①
直
接
納
付
の
か
た
は
郵
便
局
以
外

の
金
融
機
関
で
納
付
を
。

②
協
力
会
加
入
者
は
協
力
会
長
さ
ん

ヘ
納
付
書
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
口
座
振
替
の
か
た
は
振
り
替
え
る

口
座
を
確
認
し
、
入
金
を
。

国
民
年
金
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

国
保
年
金
課
(
固
⑧
5
1
1
8
)

国
民
年
金
は
、
国
民
み
ん
な
に
よ

る
助
け
合
い
の
制
度
で
、
老
後
や
万

一
の
障
害
の
と
き
の
大
切
な
生
活
の

支
え
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
手
続
き
を
忘
れ
て
い

る
と
、
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
(
別
表
の
と
お
り
)
。

-
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
理
由
等

で
ど
う
し
て
も
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
に
、
保
険
料
の
納

付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
国
民
年
金
係
か
支
所
の

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
さ
か
の

ぼ
っ
て
免
除
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
申
請
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

マ
保
険
料
免
除
の
種
類
申
請
免

除
(
一
般
が
対
象
)
、
学
生
特
別
免

除
(
学
生
が
対
象
)
マ
免
除
期
間

の
取
り
扱
い
年
金
を
受
け
る
た
め

に
必
要
な
資
格
期
間
に
な
り
ま
す
。

免
除
期
間
に
つ
い
て
は

3
分
の

l
が

年
金
と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
、

後
日
目
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

-国民年金の届け出 (別表)
」んなとき 手続きの内容 持ち物

会社などをやめたとき 国民年資金(1号) 年金手帳、印鑑(国保喪1;:::加入する人Id:，
(厚生年金などの離脱) 格取得 社会保険資格失証明書)
会社などに勤めたとき 国民年資金格喪(失1号) 年金手帳、印鑑(国保に加入していた人書は)、
(厚生年金などへ加入) 国民健康保険証と社会保険資格取得証明
-配偶偶者者の社会保険の扶変養になったとき 第3号被保険出者該当 年金手帳、健康保険証、印鑑-配 が会社などをわったとき 届け
配偶者の社会保険の扶養からはず

3号→ 1号種別変更 年金手社帳、 印鑑資(格国保喪1;:::加入する人は、れたとき 会保険 失証明書)
上田市に転入したとき 国民年金の転入手続き 年金手帳、印鑑

市外へ転出するとき 国民年金の転出手続き 印鑑
年金を受給するとき 基礎年金の裁定請求

臨芸金課また防l時開事務所の|
被と保き険者・年金支給者が死亡した 死亡一時金、の遺請族求基礎 口にお問い合わせください。

年金など

8月7日(土)…ツルヤ岩下庖、マツヤ上田t6(J1!西)、社会福祉協議会東側駐車場
8月21日出…マツヤ上田インター底、やおふく上堀庖
8月28日(土)…ジャスコ上田庖、しおだ野ショッビングセンター

※届け出は、14日 (3号届け出は 30日)以内にお願いします。

・ウィークエンドリサイクル8月の日程
回収時聞は午前10時~正午(時間厳守)。家庭のぴん、缶、

11.7.16古紙、古布が出せます。アルミ缶は、つぶして出しましよう。『

E
B
J

aE

・・・
a

・・・
r
E
E
L
 



99アーチェリー教室
bとき 7月25日(日)・ 8月1日(日)、午前10時~正午
bところ 上田アーチェリ一場(塩田自然運動公園内)
じ〉対象 小・中・高校生・一般男女 1>申し込み ① 

体育課匠胞5105(7月23日佳)まで) ②アーチェリー

協会武者固②8255(7月24日出まで) ①②どちら

かに電話でお申し込みください。当日申し込みは開始30

分前に会場で行ってください。 じ〉参加料 無料

ハーブ橋マレットゴルフ場
利用時間のお知らせ
周辺にお住まいのかたの生活時間を考慮、し、ハープ橋

マレットゴルフ場の利用時間が7月1日より午前6時か

らとなりました。

利用者の皆様のご理解、ご協力をお願いしますo

b問い合わせ体育課固⑫51 0 5 

上回公園プール
夏休み中利用時間延長します
8月7自国~同16日(月)の期間、上回公園プール(ちびっ

こプールは除く)は午後7時まで営業しますのでご利用

ください。

市民の森ゴーカート場
作業員を募集
じ〉対象健康で40歳までのかた じ〉期間 7月27日か

ら8月18日まで(23日間) じ〉勤務時間午前8時~午後

4時30分 b日額 5.610円じ〉募集人員若干名 b
申し込み 履歴書を添えて市民の森公園管理事務所(固

⑧o 3 6 3)へ

親と子(小学生・中学生)のふれあい
バドミントン交流(ダブルス)大会
bとき 9月12日(日) 1>受付午前8時30分じ〉開会
式午前9時 bところ上田勤労者体育センタ- 1> 
対象親…市内在住か在勤のかた 子…小学生または中

学生 男女の区別はしませんが、親子ぺアーでの参加と

なります。1>種目 親と子(小学生・中学生)のダブ

ルス じ〉参加料 l組 1，000円 b申し込み 9月6日
何)までに所定の申込用紙に参加料を添えて体育課または

上田バドミントン協会へ

楽しく体力っくり(秋期)

bとき 9月7日'""'-'11月30日の火曜日10回、午後7時
30分'""'-'9時 bところ 上田古戦場公園室内多目的運動
場 b対象 市内在住か在勤の一般男女 b参加料
2，000円 じ〉申し込み 7月16日(金1'""'-'8月20日(命に参加

料を添えて体育課へ

女子ナイターソフトボール教室(後期)

bとき 8月18日'""'-'10月27日の水曜日10回、午後7時
'""'-'9時 bところ 北小学校グランド b対象市内在
住か在勤の一般女子 b定員 30名 じ〉参加料 3，000 
円 b申し込み 7月16日(命'""'-'8月6日(鎚に参加料を添
えて体育課へ

バドミントン教室(後期)

bとき 9月7日'""'-'11月30日の火曜日 9回、午後 6時
30分'""'-'8時30分 bところ 市民体育館・勤労者体育セ
ンタ- 1>対象市内在住か在勤の一般男女(定員40名)、

市内在学の小学校4年生~中学生(定員20名) 1>参加

料 3，000円 1>申し込み 7月16日佳1'""'-'8月20日陰)に

参加料を添えて体育課へ

11.7.16[12J 

信濃国分寺資料館特別展

「上岡地方の原始・古代・中世文化H
一最近の発掘調査成果から一」

7月31日(出--9月30日(木)(毎週水曜日・祝日の翌日休館)
午前8時30分~午後5時

信濃国分寺資料館展示室

じ〉入館料一般250円、高・大学生180円、小・中学生60

円(ただし、市内々JILL中学生及び高校生は無料〉
色素な展示資料 Oì~技連跡・下郡λ哩時(下型p 出土
金環、ガラス小玉、切子玉、本部閉寄罪しゃO岳の鼻遺
跡が任室賀)出土弥生土器、石包丁、紡錘車、平安時代

の瓦塔 O宮の前遺跡(別布準号)出土弥生主建・古墳
時代から奈良・平安時代の土師哉、55払万子 O浦
田B遺跡(築地)出土縄文時代の有舌孝頭春、弥生土器、

石包丁、鎌倉時代の陶磁器、古銭 O駕龍田遺跡(築地)

出土奈良・平安時fi?占く師器、須恵器 O宮原遺跡く舗
山)出土弥生土器、碧玉、古墳時代のガラス小玉、管玉

など

上田市内の遺跡から最近の発掘調査で出土した貴重な

資料や写真パネルを多数展示し、当時の文化を紹介しま

す。

教育日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
講
座
中
央
公
民
館
(
固
⑫
0
7
6
0
)

マ

時

間

午

後

2
時

1
3時
初
分

マ
場
所
中
央
公
民
館
第
l
会
議

室

ほ

か

マ

定

員

先

着

お

名

マ

受

講

料

無

料

マ

申

し

込

み

7

月
初
日
働
午
前

9
時
か
ら
、
中
央
公

民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
そ
の
他
日
本
語
教
育
能
力
検
定

試
験
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

-日本語ボランティア入門講座日程
期日 学習内容 講師

8月20日陰)
おEいを理解するため I~ 徳井厚子さん
(異文化間ゴミュ二ケーション) (信州大学助教授)

9月10日(金)中(学国習語者学の習j心体理験を体験) 大教橋授敦)夫・上さん(上田女子短期大学
助 田女子短期大学留学生

9月24日(金)
日本語を使ったゲーム活動

大橋敦夫さん
(楽しく コミュ二ケーショ ン)

10月8日(金)日本語の基礎 1 大橋敦夫さん

10月23日(士)
在外外国人は、いま… 松村隆さトワん(北ク信事外務国局人長医)療
【公開講座】 ネッ

11月5日(金)日本語の基礎2 大橋敦夫さん

11月20日比)日【本公語開講学習座者】の悩みとホ"フンァィア 大日橋本敦語夫ボさラんン、市内在住外国人、
ティアグループ

12月3日(金)日本語教育をとりまく状況 大橋敦夫さん



歯
科
衛
生
専
門
学
校

マ

定

員

初

名
マ
受
講
料
無
料
(
実
習
は
実

費
)

マ
申
し
込
み
上
田
歯
科
衛

生
専
門
学
校
事
務
局
へ

(
1
回
の
み

の
受
講
も
可
)

bとき 8月29日(日)(小雨決行)午前8時30分~午後
l時30分 (予定) t>ところ 自然運動公園プール b 
対象 市内在住か在学・在勤の一般男女、ただし、小学

生は 4年生から じ〉種目 自由形、平泳ぎ、バタフライ、

背泳ぎ(中学生の部・高校生の部は 100m、その他は50

m)、200mリレー (中学生以上のリレーについては、 4

人の年齢の合計が 120歳未満の部、 120歳以上 150歳未
満の部の 2部門とする)0 以上の種目について、 ①小学

4年の部 ②小学5年の部 ③小学6年の部 ④中学生

の部 ⑤高校生の部 ⑥30歳未満の部 ⑦30歳以上の部

⑧40歳以上の部 ⑨50歳以上の部 ⑩60歳以上の部
• 1人 2種目まで (リレーは含まなしつ・年齢は平成11

年8月29日現在とする O じ〉参加料 200円 (保険料を

含む) じ>申し込み 8月11日(水)までに参加料を添えて

体育課へ ※小学生は各学校で受け付けます。

bとき 9月19日(日)・ 26日(日)t>ところ 市営球場・
染屋台グランド b競技方法壮年の自治会対抗トーナ

メント戦 t>チーム編成 選手は20人以内。原則として
自治会単位の編成(1自治会でチーム編成ができない場

合は隣接の自治会と合同での編成も可。ただし主体自治

会に 2隣接自治会のみ)。男子は、昭和36年以前に生ま

れたかた。女子は、年齢は問いません(高校生以下は除

く)0 t>Jレール 1999年度オフィシャルソフトボール
jレール及び、大会規定によります。 じ>参加料 1チーム

5，000円 じ〉申し込み 9月3日陰)までに参加料を添え

て体育課へ

生
涯
学
習
市
民
大
学

「
レ
デ
ィ
ー
ス
』
講
座

塩
田
公
民
館
(
固
⑮
6
8
8
3

マ
と
き

8
月
お
日
閃
か
ら
日
月

m日
開
ま
で
の

8
回
、
午
後
1
時
初

分
1
3時
初
分
(
こ
の
時
間
で
な
い

講
座
も
あ
り
ま
す
)
マ
場
所
塩

田
公
民
館
ほ
か
マ
内
容

「健
康
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
、
自
然
探
索
、

体
操
、
料
理
実
習
な
ど
マ
定
員

別
名
(
申
込
順
)
マ
受
講
料
無

料
(
た
だ
し
、
視
察
研
修
に
は
負
担

あ
り
)
マ
申
し
込
み

8
月
ロ
日

附
ま
で
に
塩
田
公
民
館
へ

期日 ァーマ 講師

(7月10日出) (開講式 ・①いい歯は一生の宝!) (12月4日と同じ)

7月24日比) ②歯周病と歯科医院との関わリ方 布施修一郎(歯科医師)

8月7日仕) ③あなたの歯診断します実習) 本校教務職員

888 月月月222 345 日日日((体月火)) ) ④歯(@実の@健習康)チェ ックとブラッシング方法 本校教務職員

9月4日(:t) ⑦食を考える~安全な食品とは~ 横山孝子 (保健婦)

9月18日(::t:l ⑧楽を考える~くすりの正しい使い方~ 薬剤師

10月1日樹 ⑨菅水平をダ考ムえ・よる~田上市浄田市水場の水見源学を訪ねて~ 成行政田守担夫当者(本校理事長)

10月15日樹 ⑩ク環リ境ーをン考セえンるタ~環・境下衛水生処施理設場の・見清学浄~園 成行政田守担夫当者

11月6自国 ⑪摂食の方法と介護(実習) 小池ふみ江(歯科衛生士)1

11月20日凶 ⑫'-'-ろ世の紀健は康健を康考のえ時る代 成関田口直守度夫 (予備校校長) I 
~2 1 t!:!:ñ:cld:1lt~o) ßij1-t~ 

1即日出 |⑬すこやか歯生活(まとめ) ・開講式 宮新下津貞員夫澄 ((歯本科校校医長師)) 

上岡市民水泳大会

市民総合体育大会

・ソフトボール

上
回
歯
科
衛
生
専
門
学
校

学
校
開
放
講
座

-学校開放講座日程

上岡市制80周年・上岡市ゴルフ協
会20周年記念ゴルフ大会
bとき 9月11日仕)・ 12日(日)・ 13日(月)・ 14日伏:) t>と
ころ グランステージカントリークラブ丸子コース b 
種目 ①一般の部②シニア・レディスの部 18ホールス

トロークプレイ・新ぺリア b参加資格 市内在住か在
勤の一般男女 b定員各日とも 320名 (80組) t>参
加料 2，000円 b申し込み所定の用紙に参加者氏名・
住所・部門別・参加日を記入し、参加料を添えて申し込

む(電話での申し込みはできません)。 ※定員になり

次第締め切ります。原則として申し込み後のキャンセル

は認めませんO じ〉受付開始 7月26日(月)午前8時30分

"-'10時まで じ〉受付場所上回勤労者体育センター 2階
会議室 ※7月26日(月)午後1時からは、体育課で受け付

けます。 じ〉表彰式 9月17日陰)午後 6時から文化会館
で4日間の総合順位により表彰。当日、カントリークラ

ブ丸子コースの 4.000円割引券をもれなく配布しますの

で、大勢ご参加くださ~ io t>その他 プレーフィーは、

11目的・ 12日(日)は 8.200円(キャディ付・食事別)、 13

日(月)・ 14日ωは 7.200円(キャディ付・食事別)。 メン
ノくーは、どの日も 5.200円(キャディ付・食事別)。午

前の部、午後の部に分けスループレー 08ホールを通し
てのプレー、途中休憩なし〉。複数日参加の申し込みも

可とします。ただし、スコアは初日のもののみ採用。

体育課固⑧51 0 5 

上
回
歯
科
衛
生
専
門
学
校
事
務
局

(
固
⑧
5
5
8
2
)

マ
講
座
名
「
口
か
ら
の
健
康
講

座
」
マ
時
間
土
曜
日
午
後
2
時

1
4
時
、
そ
の
他
マ
場
所
上
田

おはなし
と本の会

8月3日制午前10時から
旧軍教師館(下之郷・リサーチItータ肉)

マ入場料 大人 300円、子ども無料

マ定員親子で50名 (先着順)

マおはなし ざしきわらしの会

マ内容 小学校低学年と高学年を対

象におはなしをして、絵本を

読みます。

マ申し込み 7月16日働から文化課

(固③51 0 2)で受け付け

ます。

11.7.16 [ 13 ] 



司
保
健
ご
よ
み
』
差
し
上
げ
ま
す

乳
幼
児
の
健
診
や
予
防
接
種
の
計
画
が
わ
か
る
『
刊
年
度
保
健
ご
よ
み
』
を
差
し
上
げ
ま
す
。

市
役
所
健
康
推
進
課
、

3
支
所
(
塩
田
・
川
西
・
豊
殿
)
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

選ぶのも皆さん自身です。健康推進課では、そのため

の健康に関する情報を提供していきたいと思いますo

b参考文献・資料 がん検診の有効性等に関する情報
提供のための手引(厚生省・ 1998)

E D U G H 

ド
T L A E H 

| 健康推進課(固⑩制 l 
-国分健康相談が中止になりました
8月16日(月)に予定していた国分公民館での健康相談

が、公民館建て直しのため中止になりました。相談希

望者は健康推進課健康相談係へお問い合わせくださL、。

17月はエイズ・性感染症予防推進月間です
毎年感染者が増え続けているエイズ。現在の日本で

はエイズは日ごろから正しい知識を持って予防すれば

防げる病気です。大切な命のためにエイズのことを正

しく学びましょう O エイズに関する相談・検査は保健

所で匿名・無料で行われています。ご相談くださいo

b問い合わせ上田保健所(合同庁舎内.ITE硲 71 4 9) 

，，~、.~、.~、.~、.~、.~、.~、.~、. ..，.、，.、，.、，.、，.、，.、，.、，.
~8 月の乳幼児健康診査・教室

(固⑫8244)
、.~、.~、.~、.~、.~、.~、.~、.:.、，.、，.、，.、，.、，.、，.、，.、，.
1>受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・

1 歳 6 か月児・ 3 歳児)…午後 l 時~2 時 ②2歳児教

室…午後 l 時~1 時15分[①、 ②とも午後零時30分以

前の受け付けはできません。 1>持ち物 ①乳幼児

健康診査…母子健康手帳、健康診査票、パスタオル、

おむつ、赤ちゃん手帳、歯ブラシ(1歳6か月児)04 

か月・10か月・ l歳6か月児は赤ちゃん手帳の中にあ
る健康診査票に記入してお持ちくださ l'o 3歳児は、

健康診査票と視聴覚検査のアンケートをお送りします

ので、ご記入のうえ、お持ちくださし 1。また、尿検査

の容器もお持ちください。 ②2歳児教室・・・母子健康

手帳、おたずね用紙、歯ブラシ、コップ、おやつ代

(実費)、おやつ用はし・スプーン・フォークなどとお皿

・保健センター(市役所南町舎2階)

-子宮がん検診を受けましょう
今年度、 30歳・ 35歳・ 45歳・ 50歳になるかたに、子

宮がん検診のお勧めのはがきを次の予定で送らせてい

ただきます。ぜひ、はがきの『受診に際して』をよく

お読みいただき受診してください。

・子宮がん検診受診のお勧め(はがき)発送予定

対象者

4月から 7月生まれのかた

8月から 11月生まれのかた
12月から 3月生まれのかた

発送日

6月下旬

7月下旬

8月下旬

健康診査 実施日 生年月日

4ヵ月
8月11日 11.3.16"-' 3 .31 
8月18日 11.4.1 "-'4.15 

10ヵ月
8月6日 10. 9 .16"-' 9 .30 
8月31日 10.10.1"-'10.15 

1歳6ヵ月
8月12日 10.1.16"-' 1 .31 
8月25日 10.2.1"-'2.15 

3歳
8月4日 8.7.1"-'7.15 
8月26日 8.7.16"-' 7 .31 

2歳児教室
8月10日 9.5.1 "-'5.15 
8月24日 9.5.16"-' 5 .31 

11.7.16[14J 

なお、 40歳健診として対象になるかたには 5月に地

区の保健補導員さんがお勧めをさせていただきました。

じ〉対象者市内の30歳以上の女性(はがきが届かな

くても受診可) じ〉検診の内容 問診を行い、子宮の

頚部から細胞をとる検査が頚がん検診と呼ばれるもの

で、同時に内診・医師の判断により子宮体部から細胞

をとる場合があります。 じ>受診料子宮頚がん検診...

1000円、子宮頚がん+体がん検診…2000円 仁〉その他

市内の産婦人科医院(国立長野病院を除く)で実施

していますが、あらかじめお電話してから、お出かけ

ください。検査結果は全員に郵送しますO

・子宮がんは、早期に発見されるとほとんど100%治

るがんです

子宮頚がんは、早期で発見されれば非常に生存率が

高い病気です。検診で発見された子宮頚がんの 5年生

存率は約88.7%という成績があります。これに対して、

全部の子宮頚がんの5年生存率は約64%と、約20%以

上の開きがあります。

一方、子宮体がんについては、疫学的評価はじゅう

ぶんに行われておらず、検討の必要があるといわれて

います。不正出血などの症状があれば、医師に相談し

てください。

不正出血やおりものの異常等、気になる自覚症状が

あるとき、がんの可能性があります。自覚症状があっ

てもすべての人ががんではありませんが、子宮筋腫等

婦人科の病気の可能性がありますので、怖がらないで

早めの受診をお勧めします。一般的に、病気がかなり

進んでからの治療と、早期で発見された場合の治療で

は、その後の生活への影響に大きな差が生じることが

予想、されます。市では、子宮がん検診の受診者が少な

いのが現状です。症状がないうちに検診を受け、早期

発見に役立てましょう O

がんにならないよう食事や生活に気をつけることを

一次予防、病気を早期に発見して治療に結び付けるこ

とを二次予防といいます。それぞれの予防をするのも、



南小全校集会で児童の合唱

品
川
付参業授の

E

{

子

E

習日で

乙

一蜘 お手玉の披露

米同の教員を歓迎
南小学校での交流から

米国の教員19人が、フルブライト・メモリアル基金が行う米国教育者招へい事業により

上田市を訪れ、 10日間にわたり市内の教育機関、企業などを訪問しました。

南小学校では、 6月24日この一行を招き、授業参観、先生との意見交換、児童といっしょ

の給食などを通して、日ごろの教育現場を見ていただき、交流が行われました。米国の教

員を歓迎する全校集会では、南小交流委員会の児童によるお手玉、けん玉、こま回しなど

の日本の遊びゃ、ジェスチャーによる学校生活の紹介など教員の皆さんも参加しての活動

になりました。

この交流は、日本に対する理解と

友好を深め、日米の教育者が新たな

視点や施策を学び推進することを目

的に実施され、 一行は6月21日から

30日まで滞在し、南小のほかにも、

第一中学校、上田高等学校、信州大

学教育学部、市内企業の訪問のほか、

ホストファミリ一、 PTAとの懇談

などを行ーいました。

一中で'の交流

[15] 11.7.16 
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発

国
分 jz

寄託

義母
霊

「
平
行
だ
ね
|
」
、
「
硬
い
よ
な
」
、
「
道
か
な
?
」
、
「
ま
さ
か
|
」
、

「
掘
れ
ば
わ
か
る
よ
」

こ
れ
は
、
道
路
状
遺
構
が
初
め
て
土
の
中
か
ら
出
て
き
た
時
の
会
話
で
す
。

こ
の
会
話
が
示
し
て
い
る
と
お
り
、
道
路
状
遺
構
の
発
見
は
ま
っ
た
く
予
期

で
き
な
い
も
の
で
し
た
。

今
回
の
国
分
遺
跡
群
発
掘
調
査
は
、
市
道
川
辺
町
国
分
線
の
工
事
に
先
立
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
の
目
的
は
、
工
事
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
し
ま

う
遺
跡
を
記
録
と
し
て
残
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

平成 11年度発掘調査範囲

f 

写真 1

図1 発掘調査地周辺図

平成 11年度発掘調査範囲

11.7.16[16J 

図2

発掘された道路状遺構

上
田
市
国
分
地
区
に
は
奈
良
時
代
に
造
営
さ

れ
た
信
濃
国
分
寺
跡
が
あ
り
、
そ
の
南
側
に
は
、

東
山
道
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

分
遺
跡
群
は
、
こ
の
北
側
の
段
丘
上
、
現
在
の

国
分
寺
本
堂
(
薬
師
堂
)
の
裏
側
を
中
心
に
ひ

ろ
が
る
広
大
な
遺
跡
群
で
す
。
こ
の
遺
跡
群
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
規
模
な
発
掘
調
査

は
、
今
回
が
初
め
て
で
す
。

現
在
、
こ
の
遺
跡
群
で
は
、
平
成
9

・1
年

度
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

(図
1
)
こ
れ
ま
で
に
約

2
4
0
0
2
m
(平
成

9
年
度
に
約

1
2
0
0
2
m
、
平
成
日
年
度
に

約
1
2
0
0
2
m
)
に
つ
い
て
調
査
が
終
了
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
遺
構
(
当
時
の
生
活
の
跡
)

は
、
掘
立
柱
建
物
跡

5
棟
、
溝
跡
2
条
、
道
路

状
遺
構
等
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
遺
物
は
、
土

す

え

き

師
器
(
素
焼
き
の
土
器
)
、
須
恵
器
(
灰
色
の

ぬ
の
め
が
わ
ら

硬
い
土
器
)
、
布
目
瓦
等
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま

す
。今
回
の
調
査
の
最
も
大
き
な
成
果
は
、
道
路

状
遺
構
(
写
真
2
)
の
発
見
で
す
。

約
日

m
の
長
さ
に
わ
た
っ
て
発
掘
さ
れ
た
道

路
状
遺
構
は
、
両
側
に
側
溝
を
も
っ
て
い
ま
す
。

幅
は
、
側
溝
の
中
心
間
の
距
離
で
約
9
m
で
す
。

方
向
は
、
ほ
ぼ
南
北
で

一
直
線
状
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
遺
構
に
は
、
当
時
の
道
路
を
造
る

は
ん
ち
く

際
に
行
わ
れ
る
版
築
(
土
を
薄
く
敷
き
、
何
度

も
た
た
き
締
め
る
作
業
)
を
し
た
状
況
は
見
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
現
時
点

写真2



で
は
、
こ
の
遺
構
を
道
路
跡
と
す
る
だ
け
の
確

証
が
少
し
不
足
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
側
溝

と
側
溝
の
聞
に
は
、
硬
く
締
ま
っ
た
層
が
あ
り
、

路
面
で
あ
る
可
能
性
も
充
分
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
周
辺
の
調
査
が
進
展
す
れ
ば
、
は
っ
き

り
し
た
こ
と
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。

遺
物
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
(
約
1
3
0
0

年
j
約
1
1
0
0年
前
)
の
土
師
器
・
須
恵
器
・

布
目
瓦
等
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
道
路
状
遺

構
が
奈
良
・
平
安
時
代
に
機
能
し
て
い
た
と
考

え
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の

時
代
は
、
東
山
道
・
国
分
寺
の
あ
っ
た
時
代
と

も
ほ
ぼ

一
致
す
る
の
で
、
非
常
に
注
目
さ
れ
る

点
で
す
。

掘
立
柱
建
物
跡
は

5
棟
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

け

た

ゆ

き

は

り

ま

規
模
は
、
桁
行
1
間
×
梁
間
1
問、

2
間
×
2

ひ
さ
し

問、

3
間
×
2
問、

3
問
×
2
間
(
廟
付
)
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。
規
模
的
に
は
、
上
田
市
内

の
他
の
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
て
い
る
も
の
と
大
差

は
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
物
は
、
奈
良
・
平
安
時
代

の
土
器
片
が
わ
ず
か
で
す
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
平
成
日
年
度
に
調
査
し
た
範
囲
(
図

2
・
写
真
l
)
で
は
、
道
路
状
遺
構
と
掘
立
柱

建
物
跡
が
隣
接
し
て
発
掘
さ
れ
、
し
か
も
、
道

路
状
遺
構
と
掘
立
柱
建
物
跡
の
軸
が
南
北
方
向

で
一
致
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

道
路
状
遺
構
と
掘
立
柱
建
物
跡
の
軸
が
一
致

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
両
者
が
同
時
期
に
機
能

し
て
い
た
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
し
ょ

う
。
今
回
の
調
査
範
囲
の
周
辺
に
も
、
何
ら
か

の
建
物
跡
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
道
路
状
遺
構

と
集
落
跡
の
聞
に
ど
の
よ
う
な
関
連
が
あ
っ
た

か
非
常
に
興
味
深
い
点
で
す
。

ま
た
、
道
路
状
遺
構
の
南
と
北
が
ど
の
よ
う

に
続
い
て
い
っ
た
か
、
現
在
の
段
階
で
は
ま
っ

た
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
い
ま
だ
そ
の

場
所
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
信
濃
国
府

(当
時

の
県
庁
)
や
東
山
道
、
あ
る
い
は
信
濃
国
分
寺

跡
と
関
連
さ
せ
て
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
を
さ
れ

る
方
も
い
て
、
古
代
へ
の
ロ
マ
ン
は
ま
す
ま
す

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
発
掘
調
査
の
成
果
を
も

と
に
様
々
な
議
論
が
か
わ
さ
れ
、
地
域
の
歴
史

が
解
明
さ
れ
て
い
け
ば
、
こ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
た
な
謎
が
増
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
・
..... 

今
回
の
発
掘
調
査
の
詳
し
い
結
果
は
、
今
後

整
理
作
業
を
行
い
、
平
成
ロ
年
度
に
は
報
告
書

と
し
て
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。
そ
の
過
程

で
新
た
な
事
実
が
判
明
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

明
司
伽

『よヤ伽

鼎シリーズNo.t 

山
本
鼎
と
版
画

「
漁
夫
」

6月26日行った現地説明会

今
年
、
上
田
市
で
は
市
制
施
行

ω周
年

記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
山
本
鼎
版
画

大
賞
展
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、

山
本
鼎
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
よ
り
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
回
か
ら

3
回

に
わ
た
っ
て
山
本
鼎
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。山
本
鼎
は

1
8
8
2
年
(
明
治
日
年
)
愛

知
県
の
岡
崎
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
医
者

で
あ
っ
た
父
親
が
神
川
村
の
大
屋
に
医
院

を
開
業
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
上
田

の
地
と
深
い
縁
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

後
に
こ
の
上
田
で
農
民
美
術
運
動
や
児
童

自
由
画
教
育
運
動
を
提
唱
、
実
践
し
て
い

く
の
で
す
。
今
回
は
、
版
画
家
ま
た
洋
画

家
と
し
て
の
鼎
の

一
面
に
触
れ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

次
の
作
品
は
、
鼎
の
代
表
作
「
漁
夫
」

で
す
。

1
9
0
4
年
(
明
治
幻
年
)
に
雑
誌

山本鼎作「漁夫」

の
誕
生

「
明
星
」
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
す
。
前

年
、
千
葉
の
銚
子
に
出
か
け
た
時
の
ス
ケ
ッ

チ
を
も
と
に
し
て
、
黄
土
色
・
黒
色
の

2

色
刷
り
の
木
版
画
に
仕
上
げ
た
も
の
で
す
。

鼎
は
こ
の
作
品
を
丸
万
1
本
で
絵
を
描
く

よ
う
に
一
気
に
彫
り
上
げ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
鉢
巻
き
姿
で
大
漁
半
天
を
着
込

み
煙
管
を
持
っ
て
、
海
を
見
つ
め
る
こ
の

漁
師
の
姿
か
ら
ど
の
よ
う
な
印
象
を
受
け

る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
作
品
か
ら
は
、
そ

れ
ま
で
の
平
面
的
な
日
本
の
浮
世
絵
な
ど

と
は
異
な
り
、
ほ
お
の
辺
り
や
半
天
の
丸

み
な
ど
に
立
体
感
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
制

作
し
た
当
時
、
鼎
は
日
歳
か
ら
奉
公
し
て

い
た
木
口
木
版
工
房
・
桜
井
暁
雲
の
仕
事

で
学
費
を
得
な
が
ら
、
東
京
美
術
学
校
西

洋
画
選
科
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
写
真
を

見
て
、
そ
の
ま
ま
木
版
に
仕
上
げ
る
工
房

で
の
仕
事
か
ら
、
鼎
は
日
本
の
伝
統
木
版

に
対
す
る
批
判
精
神
を
養
い
ま
す
。
ま
た

美
術
学
校
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
帰
り
の
黒
田

清
輝
ら
に
西
欧
の
深
い
リ
ア
リ
ズ
ム
の
伝

統
を
説
か
れ
ま
す
。
そ
の
西
欧
的
リ
ア
リ

ズ
ム
を
木
版
の
世
界
に
取
り
入
れ
創
り
出

さ
れ
た
の
が
「
漁
夫
」
で
す
。
そ
し
て
鼎

自
身
も
後
に
芸
術
の
拠
点
フ
ラ
ン
ス
へ
と

渡
る
こ
と
と
な
る
の
で
す
。

[ 17 ] 11.7.16 



「
青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」

7
月
は

で
す

r
〉
青
少
年
に
有
害
な
環
境
の
浄
化
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
j

こ
の
期
間
中
、
少
年
補
導
委
員
さ

ん
を
中
心
に
、
地
域
の
青
少
年
育
成

関
係
者
の
皆
さ
ん
が
、
有
害
豊
明
チ
ェ
ッ

ク
活
動
、
一
日
補
導
活
動
及
び
青
少

年
健
全
育
成
協
力
庖
の
指
定
を
行
い

ま
す
。
青
少
年
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

増
加
す
る

少
年
非
行
の
現
状

川
凶
悪
・
粗
暴
な
非
行
の
増
加

少
年
非
行
は
、
依
然
と
し
て
高
い

水
準
で
推
移
し
、
第

4
の
ピ

l
ク
を

形
成
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
全

体
の
刑
法
犯
罪
に
占
め
る
少
年
の
割

合
は
過
半
数
を
超
え
、
内
容
的
に
は
、

依
然
と
し
て
万
引
き
、
自
転
車
の
盗

難
な
ど
が
多
い
ほ
か
、
凶
悪
・
粗
暴

化
の
傾
向
が
う
か
が
え
ま
す
。

ω
覚
せ
い
剤
等
薬
物
乱
用

さ
ら
に
は
、
少
年
層
へ
の
シ
ン
ナ
ー
-

覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
汚
染
の
広
が

り
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

矧
性
の
逸
脱
行
為
の
増
加
な
ど

1 

ま
た
、
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
の
悪
化
を
背
景
と
し
た
女
子
に
よ

る
性
の
逸
脱
行
為
の
増
加
、
い
じ
め

に
起
因
す
る
事
件
、
自
殺
等
が
発
生

し
て
お
り
、
青
少
年
の
非
行
に
つ
い

て
注
意
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

女
子
少
年
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
の
悪
化

テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
や
ツ

l
シ
ョ
ッ

ト
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
の
テ
レ
ク
ラ
関
連

で
の
事
件
が
増
加
し
、
ま
た
、
テ
レ

ク
ラ
に
関
連
す
る
性
被
害
少
女
や
性

非
行
で
補
導
さ
れ
た
少
女
も
増
え
て

い
ま
す
。一
口
メ
モ

※
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
と
は
・.• 

男
性
が
入
会
金
・
会
費
・
使
用

料
な
ど
を
支
払
っ
て
庖
舗
(
テ
レ

ホ
ン
ク
ラ
ブ
)
に
入
り
、
電
話
付

き
個
室
で
待
機
し
て
い
る
と
、
雑

誌
や
チ
ラ
シ
を
見
た
女
性
か
ら
電

話
が
か
か
り
、
相
互
に
会
話
す
る

シ
ス
テ
ム

※
ツ

l
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
と
は

自
動
販
売
機
な
ど
で
カ

l
ド
を

購
入
し
、
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た

暗
証
番
号
な
ど
で
電
話
を
か
け
た

男
性
と
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
電

話
を
し
た
女
性
が
、
電
話
交
換
機

を
通
し
て
会
話
す
る
シ
ス
テ
ム

テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
と
異
な
り
、

家
庭
の
電
話
や
公
衆
電
話
か
ら
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
何
が
問
題
か
・
・
・
・
.. 

①
女
性
は
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
(
無

料
)
で
利
用
で
き
る
た
め
、
女
子

中
・
高
校
生
が
興
味
本
位
で
電
話

を
か
け
、
性
的
被
害
に
遭
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

②
電
話
で
話
を
す
る
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
直
接
出
会
い
、
金
銭
・

物
品
の
授
受
や
売
春
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
覚
せ
い
剤
の
使
用
な
ど
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

2 

県
テ
レ
ク
ラ
規
制
条
例

長
野
県
で
は
、
「
年
少
者
の
健
全

な
育
成
に
障
害
を
及
ぼ
す
行
為
を
防

止
し
、
清
浄
な
風
俗
環
境
を
保
持
す

る
こ
と
」
を
目
的
に
「
テ
レ
ホ
ン
ク

ラ
ブ
等
営
業
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
、
こ
の

7
月

1
日
か
ら
施

行
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

山
営
業
の
届
け
出

ω営
業
所
設
置
禁
止
区
域

学
校
・
病
院
な
ど
の
周
囲

5
0
0

m
以
内
な
ど
で
の
営
業
は
で
き
ま

せ
ん
。

ω広
告
及
び
宣
伝
の
規
制

凶
利
用
カ

l
ド
販
売
等
の
制
限

間
年
少
者
へ
の
勧
誘
等
の
禁
止

附
そ
の
他
営
業
者
の
禁
止
行
為
や
義

務
、
罰
則
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。環
境
浄
化
は

地
域
ぐ
る
み
・
家
庭
ぐ
る
み
で

以
上
の
よ
う
な
条
例
が
で
き
た
と

は
い
え
、
非
行
の
原
因
に
な
る
有
害

環
境
を
排
除
し
、
青
少
年
に
と
っ
て

好
ま
し
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

地
域
住
民
な
ど
が

一
層
連
携
を
強
め
、

青
少
年
の
非
行
に
対
す
る
共
通
の
理

解
及
び
認
識
を
深
め
、
ま
た
、
語
り

合
え
る
、
明
る
い
家
庭
。
つ
く
り
を
す

す
め
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

3 

11.7.16[18] 

一
毎
月
第
3
日
曜
日
は

一
『
家
庭
の
目
」
で
す

』一一--

家
庭
の
日
の

作
文
募
集

7
月
か
ら

8
月
に
か
け
、
明
る
い

家
庭
手
つ
く
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
以
下

の
と
お
り
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
を
対
象
に
「
明
る
い
家
庭
・
家
庭

の
日
」
の
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

期
間

7
月
ロ
日
聞
か
ら

8
月
お
日

側
ま
で

題
材
家
庭
、
家
族
の
中
で
楽
し
か

っ
た
こ
と
、
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
な
ど

提
出
学
校
の
担
任
の
先
生
ま
で

分
量

4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙

3
枚

以
内

詳
細
各
学
校
に
募
集
要
項
を
お
配

り
し
て
あ
り
ま
す
の
で
担
任
の

先
生
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

表
彰
優
秀
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、

賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
、
さ
ら

に
2
作
品
を
選
び
本
紙
に
掲
載

し
ま
す
。

(
予
定
)

※
多
く
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。



アクアフラザ上回(固⑫26 2 6) 
無料送迎パス運行のお知らせ

上田駅温泉口 発 10:25 
迎|高齢者福祉センタ 着・発 10目35
え IC日曜日・祝日は休館のため寄リません)
アクアプラザ上田 着 10:45 
アクアプラザ上田 発 14・00

送|高齢者福祉センタ一 着・発 14:15 
リIC日曜日・祝日は休館のため寄りません)
上田駅温泉口 着 14:30 

υ| 

自
分
の
力
を
試
す

市
民
陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル

聞
か
れ
ま
し
た

.運行目

7月から毎週月・金・

日曜日・祝日(日曜日・

祝日は9月まで)

-6月
定
例
会

6
月
刊
日
術
開
催
し
た

6
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す。
審
議
事
項

一
上
田
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
審
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

欠
員
補
充
に
伴
う

5
人
の
委
員

の
委
嘱
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

二
上
田
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委

6月20日、市民陸上カーニバルが小学校

高学年・中学生から一般のかたを対象に、市

営陸上競技場で開催されました。小中学生を

中心に 315人が参加し、自分の力を試すた

め、各種の競技に全力を尽くしていました。

員
の
任
命
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う

7
人
の
委
員

の
任
命
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

任
期
[
平
成
日
年
6
月
日
日
j
平
成

日
年
6
月
日
日
]
(
敬
称
略
・
五
十
音
順
)

五
十
嵐
幹
雄
(
考
古
学
)

久
保
浩
美
(
有
形
文
化
財
)

黒
坂
周
平
(
歴
史
全
般
)

小
池
雅
夫
(
近
世
文
書
)

田
口
光
一
(
民
俗
学
)

広
瀬
幸
男
(
動
植
物
)

吉
沢
政
巳
(
歴
史
的
建
造
物
)

『上田市誌J
編さんだより@

庶民文化の
たかまり

写
真
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

写
実
的
に
描
か
れ
た
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ

や
蛾
が
群
舞
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

合
葉
文
山

(
1
7
9
7
1
1
8
5
7
)

と
い
う
画
家
が
、
江
戸
時
代
の
後
半

に
描
い
た
蝶
蛾
図
の
一
部
で
す
。
そ

の
写
実
の
見
事
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

実
は
、
合
葉
文
山
と
い
う
画
家
は
、

上
田
の
常
田
村
の
画
家
の
子
で
し
た
。

い
っ
た
ん
は
上
田
で
商
家
を
継
ご
う

と
し
た
の
で
す
が
、
絵
画
を
学
び
た

く
て
、
江
戸
へ
出
ま
し
た
。
幸
い
、

谷
文
晃
と
い
う
有
名
な
画
家
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
九
州
豊
後

(
大
分
県
)
の
田
能
村
竹
田
と
い
う

画
家
に
師
事
し
ま
し
た
。

各
地
を
放
浪
後
、
金
比
羅
宮
(
香

川
県
琴
平
町
)
の
ふ
も
と
に
住
み
、

そ
こ
で
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。
金
比

羅
宮
の
奥
書
院
(
重
要
文
化
財
)
に
、

京
都
の
絵
師
岸
岱
が
描
い
た
群
蝶
図

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
文
山
が

収
集
し
た
多
く
の
蝶
を
も
と
に
描
い

た
も
の
で
す
。

市誌編さん室園③9741 
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第
一
人
者
と
な
る
と
こ
ろ
に
、
俳
譜

の
庶
民
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ

ゅ
「
ノ

0

ち
ゅ

う
ま

茶
も
中
馬
の
活
発
化
と
と
も
に
、

生
活
の
中
に
入
り
込
み
、
町
や
村
の

中
に
茶
の
湯
を
た
し
な
む
茶
人
の
グ

ル
ー
プ
が
で
き
て
き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
後
半
に
な
る
と
、
合

葉
文
山
や
狩
野
永
琳
、
沢
有
節
な
ど

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
庶
民
出
身

の
文
化
人
が
無
数
に
輩
出
し
、
様
々

な
文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。

『
上
田
市
誌
』
歴
史
編
日
分
冊

「
上
田
の
庶
民
文
化
」
で
は
、
こ
う

い
っ
た
今
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
庶
民
出
身
の
文
化
人
も
発

掘
し
て
い
き
た
い
と
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

※
前
回
、
「
イ
ン
タ
ー
の
供
用
が
開

始
さ
れ
た
の
は
平
成

9
年
日
月
」
と

掲
載
し
ま
し
た
が
、
「
平
成

8
年
日

月
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
、

訂
正
い
た
し
ま
す
。

合葉文山の蝶蛾図
(香川県合葉由紀氏蔵)
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宮
崎

盛
登
選

倉

升

藤

倉

順

子

葉
隠
れ
に
し
き
り
に
落
つ
る
青
さ
格
転

落
の
少
女
を
重
ね
て
悲
し

小

泉

間

島

ナ

ミ

ヨ

花
か
げ
に
賜
ひ
し
友
の
彰
顕
て
り
梅
花

う
つ
ぎ
の
香
る
忌
日
に

大

久

保

柳

津

光

乃

病
院
の
長
さ
廊
下
を
行
く
母
の
小
さ
き

北
訂
正
中
に
決
あ
ふ
る
る

凪
門
山
口

馬

場

町

武

井

宏

雄

リ
ス
ト
ラ
に
券
売
機
の
み
の
駅
λ

舎
に
も

野
の
花
偽
る
村
人
が
居
り

新

屋

田

古

島

留

古

今
は
亡
き
息
師
の
色
紙
の
裏
書
に
「
一

期
一
会
」
の
諭
の
こ
れ
る

築

地

栗

林

五

一

日
曜
も
勉
強
に
テ
レ
ビ
に
こ
も
り
ゐ
て

春
の
野
に
出
で
遊
ぶ
子
ら
な
し

丸

堀

長

谷

川

貢

何
よ
り
も
空
爆
停
止
を
歓
迎
す
ユ
ー
ゴ

の
街
を
我
知
る
故
に小

泉

間

島

百

江

恐
ろ
し
き
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
点
、
立
す
外
は

淋
し
く
も
が
り
笛
泣
く

小

牧

宮

島

正

雨
煙
る
城
山
の
若
葉
も
り
上
り
谷
に
脅

さ
え
ふ
郭
公
の
吉
ノ
手

塚

柳
町
も
と
子

行
-
E
上
田
市
(
干
3
8
6
1
8
6
0
1
長
野
県
上
田
市
大
手
1
l
什

l
m
)

発
圃
・
上
田
市
教
育
委
員
会
(
干
3
8
6
1
0
0
2
5
上
田
市
天
神
2
1
4
l
H
)

生
き
、
万
の
っ
た
な
さ
乙
を
励
ま
し
て

わ

た

「
他
び
茶
」
の
心
忠
ひ
茶
を
点
つ

材

木

町

大

谷

文

子

お
ぼ
つ
か
な
さ
え
を
労
は
り
著
裁
の
咲

く
安
楽
寺
の
坂
夫
と
の
ぼ
り
し

愛

宕

町

中

井

比

奈

江

高
千
穂
の
神
ゐ
ま
す
国
旅
ゆ
き
て
太
古

の
風
は
吾
を
包
み
ぬ長

島

松

井

律

子

亡
さ
母
の
使
い
し
湯
飲
み
い
で
き
た
り

香
に
、
正
つ
新
茶
今
朝
は
供
う
る

緑

が

丘

津

林

清

司

新
聞
を
拡
大
鏡
で
読
む
吾
を
孫
は
し
み

じ
み
側
で
見
つ
む
る小

泉

田

中

徳

枝

美
し
の
峰
の
残
雪
わ
づ
か
な
り
手
苗
色

増
し
燕
飛
び
交
ふ
下

紺

屋

町

山

浦

良

一

補
聴
器
も
マ
ス
ク
も
外
し
軽
々
と
一
人

静
か
な
日
向
ぼ
こ
か
な

下

組

室

賀

文

江

山
藤
は
木
々
に
か
ら
み
て
紫
に
香
り
を

は
な
ち
捧
ら
寄
り
ゐ
る

(
評
)
投
稿
は
楢
書
で
記
し
て
く
だ
さ
い
。

選
者
詠

高
原
は
し
ら
じ
ら
馬
鈴
薯
咲
き
つ
づ
き

吾
妻
の
お
よ
り
湧
さ
、
立
つ
タ
霧。F

伺

矢
島

渚
男
選

口
門
}
内
U

保

野

清
水
ゆ
き
子

集
圃
圃
圃
秘
書
課
(
回
@
4
1
0
0
岡
③
5
1
1
1
)

編
圃
園
田
庶
務
課
(
固
@
5
1
0
0
岡
③
6
7
6
1
)

眠
さ
う
な
顔
を
集
め
て
溝
淡
へ

御

所

大

池

薄
墨
に
か
わ
る
タ
雲
つ
け
ば
の
灯

金

井

深

町

和

子

男
に
は
似
合
わ
ぬ
も
の
よ
さ
く
ら
ん
ぼ

上

常

田

大

森

松

枝

柿
の
花
よ
ん
と
こ
ろ
な
く
他
を
飾
る

岡
崎
凶
凹

初
子

小

泉

田

中

整
然
と
並
ぶ
平
苗
や
鴨
泳
ぐ

緑

が

丘

北

畑

初
夏
の
空
と
な
り
け
り
水
、
つ
ま
し

常

磐

町

白

鳥

つ

な

少
し
づ
っ
色
積
み
上
げ
て
の
ぼ
り
藤

小

泉

木

村

シ

モ

松
の
芯
わ
れ
も
鴨
居
に
背
伸
び
せ
む

西

脇

中

沢

喜

代

子

こ
と
こ
と
と
も
の
煮
え
る
音
梅
雨
の
家

北

大

手

中

曽

根

和

夫

雀
の
子
飛
び
、
立
つ
小
枝
た
わ
ま
せ
て

千

曲

町

神

原

晴

一

空
梅
雨
の
鍬
の
柄
抜
け
て
し
ま
ひ
け
り

下

紺

屋

町

小

島

寛

羅
や
台
転
車
疾
風
の
如
く
に
て

築

地

倉

津

昭

夫

次
々
に
将
化
し
え
れ
り
子
か
ま
き
り

下

青

木

関

林

平

菜
種
干
す
未
に
ザ
び
あ
ふ
河
原
鵜

御

所

竹

内

み

さ

お

サ
ー
フ
ボ
ー
ド
担
ぎ
若
者
空
港
に

常

田

大

長

芳

枝

子
雀
や
は
よ
は
よ
お
い
て
餌
あ
げ
よ

久

保

林

桜

井

ふ

く

江

待
つ
え
に
手
を
振
り
し
日
や
花
の
下

徳
枝

和
人

選
者
吟

青
薄
む
か
し
の
村
が
村
の
下
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川
柳

山
崎

鮮
紅
選

〔
門
川
出

材

木

町

大

谷

和
の
一
宇
知
忠
を
出
し
あ
う
嫁
姑

長

島

土

屋

制
脱
が
似
合
い
転
職
と
は
丸
、
え
ず

下

紺

屋

町

小

島

寛

か
ら
ぬ
人
だ
け
れ
ど
笑
顔
で
す
れ
違
う

岩

下

金

井

た

か

子

田
植
然
、
ぇ
一
息
友
と
求
た
い
で
湯

丸

堀

荻

野

ま

つ

江

買
い
巷
え
た
鏡
に
本
音
さ
さ
や
か
れ

日
同
凶
凹

文
子

朝
且L.

オミ

八

木

沢

池

田

芳

正

夢
を
売
る
花
は
花
屋
で
四
季
と
わ
ず

常

入

馬

場

勇

子

立
ち
話
す
る
相
手
に
も
日
傘
さ
し

上

常

田

大

森

松

枝

愁
悲
に
検
札
の
求
る
長
の
帰
、
え
り

分

去

山

本

セ

ツ

花
活
け
て
心
の
ゆ
と
り
持
ち
続
け

岩

下

尾

沢

袈

裟

信

散
る
花
の
い
え
に
歳
月
来
て
て
ゆ
き

中

野

竹

内

健

美

老
い
て
な
お
と
き
め
き
持
て
と
え
の
声

西

脇

中

沢

希

余

衣
替
え
捧
の
明
る
さ
女
高
生

刷
圃
・
田
辺
印
刷
欄

印
圃
(
上
田
市
問
屋
町
2
3
7
1
5
固
@
1
4
9
2
)


